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はじめに

は　じ　め　に
関東学院　学院長　松田　和憲

皆様に『関東学院学院史資料室ニューズ・レター』
No.28をお届けできますこと、大変嬉しく思います。

前号までは、数回に亘って、それぞれの周年記念の
年次に併せて、各学校・各園の校長先生、園長先生
に、発足の草創期から今日に至るまでの歴史的経緯に
ついて、苦労談、エピソードを交えて、子細にしたた
めていただきました。特に、今年度は140周年の年と
言うことで、125年周年から150周年に向けての歴史記
述をどのように纏め、記録として後世に残すかという
作業の必要性を実感しておりましたので、こうした先
生方の息遣いと、園児・児童・生徒に対する思い遣り
のこもった歴史叙述は、第一次史料として大変有益な
記録になるものと感じております。執筆して下さった
方々に、この紙面をお借りしてお礼申し上げたいと思
います。

さて、再々申し上げておりますように、今年は、関
東学院創立140周年の記念の年で、法人の総務課、政
策推進課、学院史資料室事務室などの皆さんの協力を
得て、小規模な内輪の集いであっても、何らかの意味
を持たせた記念式典行事を催したいと切に願い、ほぼ
1年かけて準備してきました。そして、去る10月12日

（土）、八景キャンパス・ベンネットホールにおいて、
創立記念礼拝、永年勤続表彰式に続いて、大変お忙し
い中、時間を割いてくださった立教学院院長・立教大
学総長の西原廉太先生に、「キリスト教学校として大

切にしているもの、大切にすべきこと」と題する基調
講演を頂き、一同感銘を受けました。そのあと、両中
高のダンス部のパフォーマンス、そして、ゴスペル・
コンサートと、盛りだくさんのプログラムでしたが、
250名を超える参加者が与えられ、その後の懇親会に
も150名ほどが残ってくださり、成功裏に終わったこ
と感謝でございました。

そんな訳ですので、今号は、この創立140周年記念
号と銘打って、創立記念礼拝における松田学院長の
メッセージの全文、西原先生のご講演の全文を掲載さ
せて頂きました。さらに、西原先生の講演を受けて、
数日後に開催した、6人の教師たちによる「座談会」
も全文掲載させて頂きました。敢えて申し上げたいの
ですが、この文字起こしの大変な作業については、学
院史資料室事務室の逸見義顕氏が担当してくださいま
した。お仕事とはいえ、忍耐と練達をもって作業に当
たってくださったことを感謝いたします。

今号全体を鳥瞰する時、創立140周年の節目に際
し、いささか手前味噌ですが、それに相応しい記録を
残すことができたかなと思っています。併せて、わた
しが他の冊子等で創立140年を期して書いてあるもの
に目を通していただければ幸いです。

お一人お一人の上に、主の祝福と守りがありますよ
うに！
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本日、学院創立140周年記念式典を挙行できますこ
と、感謝いたします。共に創立の時から今日までの変
わらない神の恵み、導きに感謝し、また関東学院の教
育のわざのために尽力された多くの先達、関係者の皆
さんのご支援・ご協力を覚え、さらには、150周年に
向けて思いを新たにする「旅立ちの時」にしたいと
願っています。

本日ご一緒に学びたい聖書は、「へブル書」と呼ば
れ、新約聖書の中でも難解な手紙ですが、1世紀後
半、ローマ皇帝の迫害に苦しみ、信仰的にも弱り、意
気消沈している人々に書かれた手紙で、内容的にも豊
かで、現代の私たちにも励ましを与える手紙です。11
章1節で「信仰とは、望んでいる事柄を確信し、見え
ない事実を確認すること」だと語り、続いて、創世記
の時代から信仰に生きた人々、アブラハム、イサク、
ヤコブ、そして、モーセ、ダビデ等の名を連ねていま
す。今日はその中で「信仰の父」と呼ばれた、アブラ
ハムの生き方を学んでみたいと思います。

アブラハムの一族は父の代まで、メソポタミヤ文明
の発祥地、カルデアのウルに住み、その後ユーフラテ
ス川を北西に進み、パダンアラムのハランにやってき
ました（創11：31）。父はそこで死に、アブラハムは
族長となり、主から「あなたは生まれ故郷、父の家を
離れて私が示す地に行きなさい」との言葉を聞きま
す。この命令は彼に対し厳しい決断を迫り、安定した
生活に決別することを促すものでしたが、彼は主から
旅立ちの命令を聴き、主の祝福の言葉を信じ、ハラン
の地を旅立ったのです。

アブラハムが一族の長（おさ）として、生活の根拠
も捨て見知らぬ土地に旅立つことは大きな冒険であ
り、表現できないほどの不安に駆られたに違いありま
せん。へブル書11章8節では「アブラハムは、主の言
葉に服従し、行く先も知らずに出発した」と記してい
ます。「行く先も知らずに旅立つ」ことは、一見無定
見で場当たり的態度と見る向きもありますが、聖書
は、アブラハムの取った態度の中に信仰者としての真
の生き方があると語っています。

フランス文学者・森有正氏は、アブラハムが「行く
先も知らずに旅立った」姿勢を評し、彼は「冒険する
心」を持っていたと語ります。日本語で「冒険」と言
えば、「危険を冒すこと、成功するか定かでないこと
を敢えて行うこと」、向こう見ずで無茶なことを行う
と言ったニュアンスで考えられがちですが、元々、英
語の venture、Adventure、フランス語のアバンチュー
ルとも同じ語源で、「危険を冒す」意味の他に、「やっ
てくる」とか「思いがけないことが起こる」「新しく
起こることに期待し信頼して生きる」という意味でも
用いられています。キリストの誕生を待ち望む「アド
ヴェント」も同じ語源で、「期待して待つ」という意
味が含まれています。

森有正氏は、「冒険」に対立する反語は「同化」、す
なわち「自分のものにすること」「自分に同化する」
ことだと語っています。そうした自己中心的で、自分
を変えようとしない生き方こそが「冒険」の反対語の

「同化」だと言うのです。森氏にとって「冒険」と
は、南極探検とかエヴェレスト登頂など、未知の世界
に危険を冒して足を踏み入れることだという意味の他
に、「新たなものに触れることで自分も新しくされ、
心を開く」と言うことを意味しており、アブラハムが
神の召しに従い「行く先も知らずに出て行く」姿の背
後に「冒険する心」があったことを森氏は見逃しませ
んでした。それならば、アブラハムは、なぜ「行く先
も知らずに出ていくこと」ができたのでしょうか。彼
は楽天家で「何とかなるさ」と思うことができたから
でしょうか。いや、そうではありませんでした。彼は
誰よりも民を愛し、その行く手に対して長として並々
ならぬ関心を抱いていましたが、心の一番深い処で

「行き先」は自分自身が決めるのではなく、神ご自身
が道を示してくださることに信頼を寄せていたからで
はないかと思います。信仰とはある意味で自分の立て
た計画を手放して、主なる神の導きに一切を委ねるこ
とであると言えましょう。

さて、こうしたアブラハムのような決断を迫られた
のは旧約時代の遥か昔のことで、現代の私たちとは無
縁なことでしょうか。そうは思いません。創立記念に

創立140周年記念式典（記念礼拝・メッセージ）
約束されたものを仰ぎ見つつ（ヘブライ人への手紙第１１章１節、１３節–１６節）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：2024年10月12日（土）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：大学　金沢八景キャンパス�

� 学院長　松田　和憲
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あたり、学院として忘れてはならない事例を挙げれ
ば、100年ほど前の1919年4月、三春台の丘に「中学
校」を創設しようとした際、学校関係者にとって大き
な決断を迫られることがありました。当時の日本政府
は天皇制を全面に打ち出し、キリスト教教育抑圧のた
め「文部省訓令第12号」を発令したのです、それは

「宗教教育、特に礼拝、聖書の授業、キリスト教の関
連行事の一切をしてはならぬ」との訓令で、殆どのキ
リスト教学校は窮地に立たされたのです。

元院長・坂田祐先生の著書『新編　恩寵の生涯』
「関東学院建学の精神（p.481-487）」でこう記してい
ます。「〔前略〕学院を横浜に創立するときに、キリス
ト教を表面に掲げては学校が発展しないから、中学校
としてのすべての特典を有する普通の中学校として
やった方がよろしいではないかとの意見がありまし
た。しかし私は、普通の中学校としての特典が得られ
なくとも正面に掲げてやらなければ真の教育ができな
いと主張し、関東学院中学校でなく中学関東学院とし
て創立したのであります。〔中略〕不利に甘んじてキ
リスト教を正々堂々と掲げ、聖書を道徳の根底として
教えて来たのであります。」このように、坂田先生は
事実について淡々と記されていますが、その背後で、
学校を率いるリーダーとしてどんな葛藤、苦しみが
あったことか、今更のように思わされています。かく
して、1919年に不利益を被ることも辞さず、無認可の
各種学校の道を選び取り「中学関東学院」としてス
タートしたのです。日本キリスト教史の第一人者・土
肥昭夫氏は、当時、訓令第12号の圧力に屈して廃校し
た学校もあれば、キリスト教学校としての看板を取り
下げてしまった学校もあったと記しています。その中
で我が関東学院の指導者の諸先生方が「ブレル」こと
なく、学院として取るべき大切な道を選択されたこと
は歴史上、特筆すべき事柄であったと思います。

私は、坂田先生の言葉を読んで、当時の諸先生方は
「冒険する心」を持っておられ、「行く先を知らずに」
出ていかれたと信じています。開校の三か月前、神奈
川県・有吉知事の名で「私立中学関東学院」設立が認
可された際の記録に生徒定員600名と記しています
が、その時、600名もの生徒を迎えて、政府の訓令に
従って特典を得ることで、心置きなく教育事業を行っ
た方が良いとの声が上がったに違いありません。勿
論、時代的状況は違いますが、もし私が教学の責任者
として、文部省の言うことを聞いて、しっかり恩恵を
受けた方が良いのでは、との囁きを耳元で聞いたな
ら、それに屈することなく、毅然とした態度を取るこ
とができたであろうか、と自問している処です。

ここまで私たちは、創立140周年記念に当たり、過

去の先達の信仰的態度に敬意を払ってきました。それ
を踏まえて留意したいことは、創立150周年に向け
て、揺れ動く社会の目まぐるしい変化に動じることな
く、また目先の損得に囚われずに、学院としての揺る
がない一本筋の通った教育理念、建学の精神に立ち続
ける必要性を強く感じています。なぜならば、21世紀
を迎えた今もなお、教育の現場においては、常に判
断、決断を迫られるような事柄が私たちの前に置かれ
ているからです。

その主なものを2 ～ 3挙げるならば、2006年には
「教育基本法の全面改訂（これは1947年に公布された
基本法の改悪）」がなされ、教育界に大きな波紋を投
げかけました。そして2011年、文科省による「道徳の
教科化」、それは、私立・公立を問わず、授業の中に

「道徳」の教科を導入すべしということで、有無を言
わせず、道徳の教科書が我々の小中学校にも送り届け
られました。「聖書」こそが道徳に勝る「教科書」だ
と主張するキリスト教学校にとっては大きな問題でし
た。そして2025年から文科省通達として私学法の全面
改訂を余儀なくされ、多くのキリスト教学校では戦々
恐々としています。一連の事柄は決して容易に受け入
れられるものではなく、何が問題か、いかに対応すべ
きか、慎重に検証すべきものばかりです。キリスト教
学校として何を守っていくべきか、かつての先達が立
ち続けた場所に、私たちは過たず立ち続けられるか、
日々問われているような気がしてなりません。

我が学院の「道しるべ」は何かと問えば、どなたも
校訓「人になれ 奉仕せよ」だと答えるでありましょ
う。私は数あるキリスト教学校の校訓の中でも、校訓

「人になれ 奉仕せよ」は極めて優れた校訓だと感じて
います。その理由が色々ある中で一つだけ挙げれば、
坂田先生が数年後に「人になれ 奉仕せよ」に併せて、

「その土台はイエス・キリスト也」と書いておられた
ことにあります。それには、坂田先生が、この校訓が
独り歩きしないように、また安っぽいヒューマニズム
に陥らないようにとの思いが込められていたと思いま
す。それでは「キリストを土台とする生き方」とはど
んな生き方を意味するのか、また、具体的に学生・生
徒にいかに伝えれば良いのでしょうか。かつての宣教
師ディローフ先生ご夫妻の母校、シカゴの Judson 
College と、工学部・建築学科との提携で、数名の学
生を大学院に送り、学位取得後、二人の学生が帰国し
て研究室を尋ねてくれた時の話ですが、Dean との面
談で、「君たちの信仰は何か」と問われた時に、彼ら
が率直に答えたことを話してくれました。「自分はク
リスチャンではありませんが、大学に入って、初めて

「キリスト教学」の授業で聖書に触れ、その深い世界
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観、人間理解を学ぶことができ、これを自分の人生の
土台として学び続けていきたいと思います。」と答え
たら、Dean は大変喜んでくれたと語ってくれました。

キリスト教学校の使命（ミッション）は学生、生徒
をキリスト教信仰に導くと言うより、今まで触れるこ
とのなかった聖書の普遍的な真理、ものの考え方、人
間観、倫理観に触れ、かつ学ぶことによって、それを
土台に学生・生徒各自が自らの人生を築き上げる手助
けをすることではないでしょうか。

最後に、へブル書の読者も励まされたであろう言葉
を皆様に贈り、創立140周年記念のメッセージとさせ
て頂きます。へブル書12章1－2節（口語訳）「こうい
うわけで、わたしたちは、このような多くの証人に雲
のように囲まれているのであるから、いっさいの重荷
と、絡みつく罪とをかなぐり捨てて、私たちの参加す
べき競争を、耐え忍んで走りぬこうではないか。信仰
の導き手であり、完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、
走ろうではないか。」
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皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いただきまし
た、私ですね、立教大学の総長、また立教学院の院長
をしております。またご紹介いただきましたとおり、
関東学院も多大なるご協力をいただいております、キ
リスト教学校教育同盟、これは日本のプロテスタント
系のミッション系の約120の学校法人が加盟しており
ます団体でございますけれども、その理事長もさせて
いただいております。まずは、関東学院の創立140周
年ということで、誠におめでとうございます。またそ
のような大切な記念式典にお招きいただきまして、心
から感謝申し上げたいと思います。また御礼というこ
とでございますと、今年の6月に、キリスト教学校教
育同盟の定時総会を行いましたけれども、会場に、関
東学院大学の関内キャンパス、新しい、素晴らしい
キャンパスですね、このテンネー記念ホールをお借り
いたしまして、素晴らしい定時総会を行うことができ
ました。ご配慮いただきました松田学院長はじめ、皆
様には様々なバックアップを含めて、ご尽力いただき
ましたことを、この場をお借りしまして、あらためて
感謝を申し上げたいと思います。私はこの金沢八景
キャンパスには何度も越させていただきまして、こち
らのベンネットホール、以前から素晴らしいと思って
おりましたが、関内キャンパスですか、これはもうそ
れにもまして新しく近代的で、感動いたしました。地
上17階ということで、全国のキリスト教学校の指導者
たちは、一同口をあんぐりとしまして、驚いて、よく
こんな素晴らしい建物が建てられた、本当に素晴らし
いな、中には「いくらかかったのだろう」と聞きた
がっていた理事長・学長もいましたけれども、本当に
素晴らしいキャンパスが関内にも誕生されたことも、
改めてお祝いを申し上げたいと思います。

今日は、私をご指名いただきまして、「キリスト教
学校として大切にしているもの、大切にすべきこと」
というタイトルで、1時間ばかりですね、お話しをさ
せていただく機会を与えていただきましたけれども、
私の専門がですね、先ほどご紹介いただきましたけれ
ども「アングリカニズム」というものですね。これは

「アングリカン」というのは「聖公会の」という意味

なのですけれども、聖公会というのは英国の国教会に
ルーツを持つ教会のことを日本やアジアでは呼んでお
りますけれども、その聖公会の神学のことをアングリ
カニズムと呼んでおります。それが専門なのでござい
ますけれども、なので、今日のお話しの中心は、その
聖公会の神学の観点から、私が所属しております立教
などで大切に考えていることなど、少しお話しできれ
ばと思いますけれども、その点ご容赦いただきたいと
思います。

さて、関東学院140年、おめでとうございます。関
東学院の源流は、皆さんご承知のように、今から140
年前の「横浜バプテスト神学校」までさかのぼるとい
うことですけれども、アメリカのミッショナリー・ユ
ニオンから派遣された宣教師ですが、アルバート・
アーノルド・ベンネット、まさにこのホールの名前で
すが、そのベンネット先生がですね、今から140年前
の1884年に、横浜の山手に初代校長として学校を創ら
れた、それが皆様方の関東学院のルーツである、とい
うことだと思います。そしてその後ですね、こちらが
そのベンネット先生の写真（→写真1）ですね。そし
てその後ですね、1895年に普通教育を教授する学校

創立140周年記念講演会 
キリスト教学校として大切にしているもの、 

大切にすべきこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  立教学院院長・立教大学総長�
� キリスト教学校教育同盟理事長　西原　廉太

写真1
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を、築地の居留地に設立をされました。それが「東京
中学院」と呼ばれていたということでございます。実
は、私共の立教学院もですね、ちょうど今年創立150
周年の年でございまして、150年記念式典が様々な関
係者の方にお越しいただきまして、感謝申し上げたい
と思いますけれども、150年前の同じ東京築地の居留
地にですね、立教学校を造ったのが始まりでございま
すので、その意味では、立教や関東学院だけではなく
て、その他のプロテスタントのミッション系の学校が
かなり同じ歴史を持っておりますけれども、築地時代
はですね、正にお隣同志で、姉妹関係のようにして学
び舎が造り上げられたという、大切にしたい歴史でご
ざいます。そしてこの東京中学院の初代校長には、渡
瀬寅次郎先生が着任されました。私は渡瀬寅次郎先生
というのは、大変すばらしい方だったと、尊敬申し上
げるものでございますが、中でも渡瀬寅次郎先生が遺
された言葉ですね、これは「学校は工場ではない」と
いう精神を示されておられまして、まさにこれがキリ
スト教精神に基づく人格教育の宣言だったろう、そん
な風に思う訳で、深い感銘を受ける次第でございま
す。こちら、左が渡瀬寅次郎先生、また右の写真は東
京中学院の写真（→写真2）で合っていますでしょう
か。そしてですね、東京中学院は、1899年に牛込に移
転をされまして、校名を「東京学院」と改められまし
た。そしてさらに、チャールズ・バックリー・テン
ネー先生がですね、1919年に学院の発展を願われまし
て、東京学院中等部を発展的に閉校され、横浜の地に
新たにキリスト教教育に徹するボーイズスクールとし
て「私立中学関東学院」を設立なさったのでございま
す。こちら（→写真3）がテンネー先生で、すばらし
い宗教指導者でございますが、そしてこのテンネー先
生によって初代院長に任命されましたのが、坂田祐先
生でございました。この坂田祐先生は、第1回入学式
で「人になれ」「奉仕せよ」と告示をされた、まさに
この言葉が、現在に至るまで、関東学院のスクール
モットー・建学の精神・校訓として、現在まで受け継
がれているものでございます。先ほど職員の方々と名
刺の交換をさせていただきましたけれども、名刺に

ちゃんと「人になれ 奉仕せよ」という言葉が刻まれ
ていて、素晴らしいな、と思うところでございますけ
れども、第1回入学式の言葉「人になれ」「奉仕せよ」
という言葉。しかしですね、坂田祐先生が直筆で書か
れた色紙が遺されている訳ですよね、これ（→写真4）
がそれだと思いますが、「人になれ 奉仕せよ」それに
加えた言葉がございまして、それは「その土台はイエ
ス・キリスト也」となっております。また第1回卒業
式では、坂田先生はこのように語られておられます。

「人になること、即ち人格を完成することはいかに難
しいかなである。しかし、実現が極めて困難であって
も、それに向かってなされる不断の努力そのものが、
価値あるのである」ということをですね、第1回卒業

写真3

写真2

写真4
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式で語られました。私はですね、この言葉、また関東
学院の140年の歴史的な歩みの中で、関東学院のその
教育の心棒ですね、まさに核心としてきた、大切にさ
れてきた理念そのものをですね、読み取ることができ
るように思う訳でございます。まさに、教育とは何
か、ということでございますね。教育というのは、工
場で製品を生産するようなものではないのだ。学校と
いうのは工場ではないのだ。学校というのは、人を人
ならしめ、この世界・社会に仕える者たちを生み育
て、人格を完成させる場なのである。それはですね、
工場のように、計画的・機械的に製品を、しかも規格
の決められた製品を均一的に作るものではないのだ。
そうではなくて、一人ひとりと全身全霊で向き合いな
がら、手仕事的に人になること、奉仕することの意味
を伝え、それを肉とするものなのである。そのことを
ですね、私たちは関東学院の140年の歩みの中から、
やはり学ばなければならない。今この時代であるから
こそ、私はですね、すべてのキリスト教学校の精神に
ですね、立ち返る必要があるのだろうかと思う訳で
す。この思いはですね、もちろんベンネット先生、テ
ンネー先生、坂田先生のみならず、当時のミッション
スクールの創立者の共通する思いである。立教学院の
創立者のチャニング・ムーア・ウィリアムズも、ほぼ
同じことを語っている訳でございますけれども、私た
ちの教育というのはいったい何なのだろうか。教育と
いうのは工場ではない。今日は文部科学省の方はご来
賓にはおられませんでしょうか。おられないのであれ
ば一言申し述べたいのですが、今、私立大学連盟です
ね、常務理事をさせていただいておりまして、ほぼ毎
月のように文部科学省の高等官僚の方々のお話しを拝
聴するのですけれども、聞いておりますと、とにかく
国の教育政策というのは、まさに国が定めた規格通り
に、4年間で製品をちゃんと仕上げてくださいね、そ
ういう国が期待している、あるいは経済界が期待して
いる人材、これをちゃんと4年間で生産できない学校
には、あまりお金をつけません、みたいな話になる。
それはおかしいだろうと。教育というのは「種まき」
ですので、あくまでも私たちは種をまいていて、それ
を育ててくださるのは、芽を開かせてくださるのは神
様なのですね。それがいつ、一人ひとりの子どもたち
がいつ芽を開くのかわからない、私たちには。それは
もしかしたら卒業してすぐに芽を開くかもしれない
し、いやいや50歳になってから、60歳を越えてからよ
うやくですね、キリスト教学校で学んだ言葉が思い返
されたりですね。もう一度、その大切さに気付かされ
る、そういう瞬間というのが必ずあるのですよ。です
ので、新渡戸稲造も「人材」という言葉は使わなかっ

たのですね。「人物」という言葉を彼は使っていまし
た。人格を陶冶すること、人物を育てること、それは
途方もなく手仕事的です。決して、計画通りに規格通
りに作れるものではないのですね。そのことの意味
を、本来の教育というものの意味を、坂田先生をはじ
め関東学院の創立者の皆様は、140年前から教えられ
ていた訳です。このことを私たちは、大事にすること
こそが、実は「経営戦略」なのですよ。こういう手仕
事的な教育をしっかりやることが、それぞれの学校の
価値を生んでいくはずです。そのことが最終的には、
それぞれの学校の評価につながっていく、ということ
を、私たちは確認をしたい、と思っております。学校
というのは工場ではない、学校というのは人を人なら
しめ、この世界・社会に仕える者たちを生み育て、人
格を完成させる場である。機械的に製品を作るようの
ものではなく、一人ひとりと全身全霊で向き合いなが
ら、手仕事的に人になること、奉仕することの意味を
伝えること。実際にはですね、そうした教育の実現と
いうものが困難なものであったとしても、それに向
かって不断に絶えず努力するように、我々は神様から
招かれているものだと思います。そしてそのような努
力そのものが貴くて価値あるものであると、神様は
我々を祝福してくださる。その方こそが私たちの学
校・教育の土台である、主イエス・キリストに他なら
ない。このことを、坂田祐先生は第1回卒業式で語ら
れた「人になれ 奉仕せよ その土台はイエス・キリス
ト也」。この言葉は素晴らしいですね。ぜひ、関東学
院は、坂田先生のこの言葉を、学院に留めることな
く、広く伝えていただければと思います。もちろん、
関東学院がこの140年の間、徹底してこられた建学の
精神ですけれども、しかしながら同時に、すべてのキ
リスト教主義学校が大切にすべきキリスト教教育の根
幹で、そういった意味で関東学院の皆さんは、日本に
あるすべてのキリスト教主義学校の模範であり、先導
者でございます。これからもぜひとも、キリスト教学
校を導いてくださることを、お願いしたいと思いま
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す。
何かこれで話しが終わってしまいそうですけれど

も、祝辞になってしまいましたけれども、しかし、こ
のことをぜひ皆様にお伝えしたいことでございまし
た。

それではここからはですね、もう少し一般的な話を
させていただければと思います。

今日は「キリスト教学校として大切にしているも
の、大切にすべきこと」というお題をいただきました
ので、このことについて私の理解も含めまして、お話
しをさせていただければと思います。

さきほど、関東学院の建学の精神の話をしましたけ
れども、「人になれ 奉仕せよ」ですね。この言葉は、
実は、関東学院のみならず、おおよそ、日本のキリス
ト教学校に共通する、建学の精神の軸であろうと、思
います。私もキリスト教学校教育同盟の理事長を拝命
してからですね、本日もそうなんですけれども、さま
ざまな学校の式典や講演などにも、ありがたいことに
お招きをいただける機会がたくさんございます。その
際に、それぞれの学校の建学の精神や歴史を学ばせて
いただくところでございますが、そこで気づかされる
ことはですね、各学校の建学の精神のいずれにも、共
通するものがあり、大きく言いますと2つのポイント
だと思います。一つは「真理を探求すること」です。
そしてもう一つはですね、「この世界・社会・隣人の
ために奉仕すること」この2つですね。おおむねこの2
つポイントがですね、各キリスト教学校に共通するも
のではないか、と思っております。

まずその「真理を探求すること」というところでは
ですね、様々な学校によって言い方がありますけれど
も、整理しますと、おおむねこの4点が挙げられるこ
とが多いですね。一つ目は「普遍的なる真理を自由
に、かつ謙虚に探究すること」、二つ目はですね「神
から与えられた才能、資質を伸ばし、科学的知識を培
い、技能を磨くこと」、三つ目がですね「伸びやかな
発想で自分を表現し、知性を広げ、望みを高くするこ
と」、四つ目が「自分の殻を破り、これまでに身につ
き、無意識のうちに自分を閉じ込めてきた殻を破っ
て、自分を解放すること」というですね、4点が挙げ
られるかと思います。

そしてもう一つの軸で触れますが、「この世界・社
会・隣人のために奉仕すること」、この中にはです
ね、一つは「神を畏れつつ、世界、社会、隣人、すべ
ての『いのち』のために、愛をもって仕え、共に生き
ること」、二つ目がですね「神の前では、一人ひとり
の人間が等しい意味と価値を持ち、神から愛されるか
けがえのない存在なのであり、尊重されなければなら

ないことを、理解すること」、こういう目標が立てら
れているかと思います。

その上で、もう少し私自身の専門としております、
16世紀の英国宗教改革を起点としておりますけれど
も、聖公会の神学アングリカニズムに少し引き付けて
ですね、キリスト教学校のミッションについて考えて
みたいと思いますが、実はこのアングリカニズムです
ね、この特徴を見事に表現してきた言葉がございまし
て、“VIA MEDIA” という言葉がございます。これは
ラテン語なのですが、このラテン語はですね、16世紀
の聖公会の神学者でありますリチャード・フッカーと
いう神学者が使い始めた言葉でございまして、今に至

るまでとても大事にしているキーワードなのですが、
この “VIA” といいますのはラテン語で「道」という
意味でございまして、“MEDIA” は「真ん中、中」と
いうことでございますので、“VIA MEDIA” を直訳し
ますと「中道」となる訳ですね。聖公会という教会
は、ご存じかと思いますが、関東学院の源流でありま
すバプテスト教会に代表される純粋なプロテスタント
の教会と、それからローマカトリック教会、そのちょ
うど真ん中あたりですので、“VIA MEDIA” は、よく
カトリックとプロテスタントの中間のような、そうい
う言い方をされます。カトリックでもなくプロテスタ
ントでもなく、どっちつかず、ということで「中途半
端だ」というお𠮟りを受けることもあるのですけれど
も、そういうような理解がございますが、しかしなが
ら実は、“VIA MEDIA” は真ん中という単純な意味で
はなく、本来的な意味は、「私たちは、真理を求める
旅人だ」という、そういうことでございます。その旅
をする際のサインポスト、道しるべとして、聖書・伝
統・理性というものを、道しるべとしながら、真理を
求めて旅をし続ける旅人なのである、絶えず、不断に
歩み続ける旅人だということが、この “VIA MEDIA”
の意味なのです。すなわち道の真ん中を、真理を求め
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て歩み続ける旅人、これこそがキリスト教の原義なの
だという理解なのです。そこからですね、引き出され
る重要な示唆は何かといいますと、あらゆる絶対主義
を取らないこと、なのですね。道の片側に立ち止まっ
て、私たちは真理を知っています、とは絶対断言しな
いのです。聖公会はですね、答えをはっきり言わない
教会だとよくいわれます。たしかに、極端に言います
と、聖公会という教会はファイナルアンサーを出さな
い教会、といわれますが、しかしながらその背景には
ですね、ファイナルアンサーは神様のみがご存じでお
られるということなのですね。私たちは常に、真理を
求めて旅をし続ける、あるいは解釈し続けることです
ので、旅をし続ける、解釈し続けるのでありますか
ら、簡単に「答えはこれです」とはいわない訳です。
聖書や伝統や理性という道しるべを頼りにしながら、
解釈し続け歩み続け、そして真理を求め続ける旅を歩
み続けること。そのことを大切にしたい、これこそが
“VIA MEDIA” の精神なのですが、実は私はですね、
これは必ずしも聖公会の教会・学校だけで大事にする
ものではなくてですね、私たちのキリスト教学校に
とっても、ひとつの指標になるのではないか、という
ように思う訳ですね。規範的な原理になるのではない
か、と思っております。

そしてですね、聖書・伝統・理性というそれぞれの
道しるべがあるということなのですが、それについ
て、少しそれぞれ掘り下げて参りたいと思いますが、
まずはですね、理性と伝統の方から少しお話しをした
いと思います。この前提としてはですね、中世期か
ら、そして宗教改革からルネッサンス、18世紀・19世
紀初頭まで、基本的にキリスト教世界といわれます
ヨーロッパ世界においてですね、ある種の標準理論と
して、理解があった、そういうところからお話しをし
たいと思います。と申しますのも、キリスト教世界と
してどういう考え方を持っていたかといいますと、

「神が書いた書物が2つある」という理解なのですね。
神が書くのです。オーサーが神なのですね。第1の書
物はもちろん「聖書」である、ということですね。し
かし大切なところはですね、神が書いた第2の書物が
あり、それは何かというと、「自然」や「宇宙」や

「人体」なのですね。これらも書物、テキストだと考
えていた訳ですね。神が書いたテキストである、とい
うことです。それなので、いわゆる「神学者」と呼ば
れる人たちの務めは何かというとですね、神が書いた
テキストを、書物を解読するのです。解釈して解読し
て、そのことを通して、神の真理を明らかにしようと
する、あるいは神の存在を証明しようとする、これが
神学者の大切な働きなのですね。神が書いた第1の書

物、聖書ですね、聖書を読み解き、そしてその意味を
明らかにする作業、まさに神学者の働きなのですが、
神が書いた第1のテキストであるところの聖書はテキ
ストなので、何語で書かれていたか。それはご存じか
と思いますが、旧約聖書のオリジナルな言語はヘブラ
イ語ですね。そして新約聖書はギリシャ語です。ただ
中世期以降はですね、標準的な聖書はそれらがラテン
語に訳された、ラテン語聖書、ウルガタといいますけ
れども、ラテン語聖書も用いられておりました。すな
わち、神が書いた第1の書物である聖書を読み解くた
めの言語はですね、ラテン語・ギリシャ語・ヘブライ
語、この3語なのですね。これを「古典3語」といいま
して、ヨーロッパ世界のですね、12世紀以降からある
大学、カレッジのですね、要件としては、キリスト教
を研究する神学部や研究機関が必要だとされています
けれども、同時にですね、古典3語をちゃんと教えて
いなければ、それは大学とは呼ばれていなかったです
ね。大学の要件として置いていたぐらいでございま
す。

一方で、神が書いた第2の書物ですね、自然や宇宙
や人体、これもテキストなので、言語で書かれていた
と理解しています。何語で書かれていたと理解してい
たかと皆様思われるでしょうか。それは「数学」なの
です。数学というのは、言ってみれば神学的言語とし
て位置づけられていました。数学という言語を用い
て、自然や宇宙や人体という、神が書かれた第2のテ
キストを解き明かすこともまた、すなわち神学者の務
めだったのです。ただし、第2のテキストである自然
や宇宙や人体を、専門に数学を用いて解き明かす神学
者を、のちに「科学者」というようになったのであり
ます。ですので、当時の科学者たちの自己理解は科学
者とは思っていないのですね。神学者として考えてい
たのです。そして、第1のテキストである聖書や第2の
テキストである自然や宇宙や人体を読み解くための基
礎的な技法ですね、これが必要だった。それが「リベ
ラルアーツ」であります。皆様リベラルアーツという
と、一般的に行き渡っている言葉になりましたけれど
も、ともすると誤解ですね、単なる「教養」みたいな
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意味で捉えられがちですが、単なる教養ではなくてで
すね、こういう7科目ですね、カリキュラムでありま
した。「自由7科」といわれる、日本語では「リベラル
アーツの自由7科」とよばれる神学基礎科目ですね。3
科と4科に分けられてですね。3科の方はですね、主に
神が書かれた第1のテキストであるところの聖書を読
み解くため、解釈するために必要な科目群ですね。そ
の中には「文法」「修辞法」「論理学」があります。こ
れはテキストを読むための技法ですね。これをマス
ターしなければならない。一方で4科は第2のテキスト
を読み解くために必要な言語群で、数学なのですが、
技能としましては「算術」「幾何」「音楽」「天文学」
ですね。算術などはですね、そもそも教会のカレン
ダーですね、こういったところから始まったわけです
けれども、クリスマスは「固定祝日」といいまして12
月25日ですが、イースターは年によって変わるのです
ね。それを計算しなければいけない。で、幾何と天文
学は宇宙ですね。それから音楽はですね、4科の方に
入ってきている。数学系に入ってきている、これは大
変に興味深いところですが、しかしながら、この場に
も音楽をなさる方がいらっしゃるかと思いますが、実
際にコード進行とかですね、いろいろな音楽理論の考
え方は非常に数学的なのです。なので、数学領域に
入っているのは何となく理解できるかと思います。の
ちにこちらの4科は自然科学系になる訳です。こちら
の3科は人文学・社会科学系に広がっていくのです
ね。ですが、12世紀から13世紀以降の初期の大学にお
いてはですね、文系に進もうが理系に進もうが、必ず
7科全部マスターしなければならなかった、というこ
とがポイントですね。今は「文理融合」というです
ね、立教大学も2026年4月に、新しく池袋キャンパス
に環境学部というですね、開設をいたしますけれど
も、文理融合ですね。教員も半数は文系の方、半数は
理系の方とおられるのですけれども、「いよいよ立教
も文理融合をはじめます」みたいなことを広報課のス
タッフは書くのですけれども、いやいや、そもそも大
学は最初から文理融合という、文理が分かたれていな
いのですね。トータルで自由7科ですね、これをすべ
て学ばなければならない。文系に進む人も理系科目で
すね、ちゃんと4科をマスターしなければならない
し、理系の方の専門に進む人もですね、この3科をマ
スターしなければならない、それが自由7科、リベラ
ルアーツですね。そういうことの意味を、私たちは大
事にしたいな、ということでございます。先ほど少し
触れましたけれども、「科学者」と呼ばれている方々
ですね、コペルニクス、地動説ですね、プトレマイオ
スの宇宙論からコペルニクスの地動説、それは太陽中

心説ですね、明らかにした。コペルニクスもですね、
ポーランドのカトリックのですね、大聖堂の首席司祭
だったのですね。コペルニクスの意図は、宇宙モデル
なのですが、それまでのプトレマイオスの宇宙論で
は、地球を中心に置いてしまうと、とっても複雑にな
るのですね。いわゆる「惑星の逆行現象」、地球から
見ると惑星の動きが逆行して見える、これを説明する
のがとても難儀なことである、という訳ですね、いわ
ゆる天動説では。どう説明したかというと「周転円」
というですね、ちょっと長くなりますけれども、周転
円という複雑な補助線を付け加えないと説明できな
い。ですから、プトレマイオスの宇宙論モデル、いわ
ゆる天動説の古い宇宙モデルでは、非常に複雑な、ぐ
ちゃぐちゃしたモデルになるのですね。それを眺めな
がらコペルニクスは、いや、神が造った宇宙はもっと
美しいはずだ、神様が造った宇宙はもっと美しいはず
で、シンプルでハーモニーを奏でるはずだ。そういう
風に彼はずっと思っていた。そこでコペルニクスは、
いやいや、真ん中に地球を置くのではなく真ん中に太
陽を置いてみて、そして説明してみよう、そうする
と、見事に、いわゆる惑星の逆行現象をきれいに説明
できる。しかも宇宙モデルは、純粋に円を描くように
なる。これは美しい、これに間違いない。コペルニク
スの、研究の動機はですね、宇宙の論理を明らかにし
たいというものではなく、神が書いたこの世界です
ね、宇宙の真理を明らかにして神の存在を証明した
い、という。なので、コペルニクスの自己理解は、も
ちろん彼は大聖堂の首席司祭であるということもあり
ますけれども、天文学者ではなく神学者なのです。そ
のことはすべて同じに言える。一つ一つご説明してい
く時間がないのですが、ガリレオ・ガリレイ、ケプ
ラー、惑星の運動法則ですね。それからニュートン。
アイザック・ニュートンはですね、例えばアイザッ
ク・ニュートンの研究者で有名なのは経済学者のケイ
ンズなんですね。ケインズは、晩年のニュートンの遺
した手書きの原稿・草稿をコレクションして、ニュー
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トン研究家だった。調べたところ、晩年のニュートン
は聖書研究しかしていないということに、愕然とする
のですね。とりわけダニエル書ですとかヨハネ黙示録
ですとか黙示文学をですね、中心に研究していたとい
うのですけれども、ニュートンはそういうことです。
そしてロバート・ボイル、ダーウィン。ダーウィンは
ですね、誤解されていますが、進化論と創造論です
ね。水と油で、実際今でも南部アメリカなどではバッ
ティングすることもあるようですけれども、しかしな
がらダーウィンの本意は、『種の起源』があります
ね、立教大学のキリスト教学科の神学書として教科書
にしています。岩波文庫から分冊で出ています、大変
すばらしい書物ですけれども、彼自身フォーレスとい
う人との対話で、自分は「不可知論神学者」である、
といっています。「不可知論」とは何かといいます
と、『種の起源』の本意は何かといいますと、「種の起
源は、私たちにはわからない」ということなんです。
神のみぞ知る、ということなのです。すなわち種が発
生してそれが進化していく、そのプロセスについては
ダーウィンの進化論で見事に説明できるのだけれど
も、ではなぜ最初の種が発生したのか、最初になぜ種
がこの世に発生したのかについては、わからない、種
の起源は人間にはわからない、という意味での不可知
論なのですね。不可知論神学ですね。それはもともと
ダーウィンはケンブリッジの聖公会の神学生だったの
ですけれども、残念ながら日本で『種の起源』が翻訳
されたのは出版されてから50年後だったのですが、そ
れよりも早く『種の起源』は日本に紹介されてきてい
ます。進化論も紹介されているのですけれども、それ
はスペンサーという社会学者がですね、東京帝国大学
で講演した時に、進化論を社会学的な説明をしたので
すが、のちに残念なことにナチズムの優生思想、「社
会的ダーウィニズム」につながってしまうのですけれ
ども、ダーウィン自身の理解は全くそうではない、そ
のことを私たちは大切にしたいと思う訳ですね。いず
れも自己理解は「神学者」であって「科学者」ではな
い、ということです。

これ（→写真5）はロンドンのウエストミンスター
寺院、聖公会のロイヤルチャペルですね。エリザベス
女王の国葬ですとかチャールズ3世の戴冠式が行われ
ましたけれども、このような方々のお墓があります。
アイザック・ニュートンのお墓があります。墓碑です
が、科学者ではなくて神学者として埋められていま
す。ニュートンのモニュメントですね。チャールズ・
ダーウィンのお墓もウエストミンスター寺院にござい
ます。今年の夏に行きましたら、スティーブン・ホー
キングのお墓がこの近くに新設されておりましたけれ

ども、そういうことですね。そういうつながりがある
ということです。ぜひ小学校や中学校の理科の授業で
ですね、こういう話をですね、ミッションスクールで
していただけると嬉しいな、といつも思う訳ですね。
決して聖書の時間だけがキリスト教の時間ではないの
で、理科の時間で、ダーウィンの生涯ですとか、
ニュートンの思いとか、ロバート・ボイルの「神学の
言葉」など、子どもたちと共有したい、と思うところ
でございます。

聖公会の神学者であるリチャード・フッカーは、
“tradition” としての「伝統」と “traditionalism” とし
ての「伝統主義」を明確に峻別いたしました。フッ
カーは、伝統は “lifeline”、生命線だといっています。
そしてそれは、イエス・キリストの働き「ミニスト
リー」といいますけれども、つまりイエス・キリスト
が語ったこと、行ったことを伝える生命線ということ
ですね。イエス・キリストが心臓であるとして、その
福音が心臓であるとして、その動脈として時代を越え
て血液のように流れてくるものが “lifeline” としての
伝統であるとして、私たちもそれを後に引き継いで行
く。私たちを生かしている、私たちに命を与えている
ものが伝統なんだ。一方で「伝統主義」というのは、
それは “dead hand” である。死せる手枷足枷、過去の
束縛ということになります。かつて決めたことが不変
不動であるものとして絶対に変えてはならない、守ら
なくてはならない、ということなのですね。それは単
なる “dead hand” 伝統主義、手枷足枷でしかない。そ
れは否定されるべきものであると、フッカーは断言し
ています。伝統というのは、昔決めたことをマニュア
ルの如く後生大事に取っておくものではなく、そうで

写真5
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はなくて、まさに “lifeline” としてイエス・キリスト
につながるミニストリーを受け継いでいくことであっ
て、それを伝統というのだ、ということですね。その
時々、その時代の状況に応じて、その文脈・コンテキ
ストの中で、解釈し続ける、そのことが私たちにとっ
てとても大事なこと、ということでございます。

リベラル、という言葉がよくありますけれども、進
歩主義とかそのような話ではなくて、本来の意味は、
頑なな伝統主義や権威主義を排除する姿勢、というこ
とを、私たちは忘れてはならないと思います。そうい
う意味で、私たちキリスト教学校はなおさらですね、
過去の伝統を最大限に尊重しつつ、しかし文字通り・
字義どおりの解釈を強制するのではなく、それぞれの
時代・状況の中で、先ほど申し上げた理性を駆使し
て、真理を求めて絶えず探求するという、本物のリベ
ラリズムを失ってはならない、と思います。

伝統を重んじつつも常にインクルーシブ・包括的で
あることの大切さ、絶えずにダイナミックにクリエー
ション・創造や営みを続けることの大切さ、この世界
に於けるどのような制度にも真理の絶対的確かさを求
めたり、固定化させたりすることの無い事の大切さで
す。私たちのそれぞれの学校に於いても伝統をどう考
えるか議論が必ずあるかと思いますが、その際にもぜ
ひ本来の伝統理解を手掛かりにしたいと思います。い
かにそれぞれの状況の中で伝統を伝統主義・マニュア
ルではなく “lifeline” として解釈できるのか、それぞ
れの学校にとって “lifeline” とは何かを考える事、そ
れは即ち伝統を考えることではないかと思っていま
す。

私達は伝統主義に陥っていないだろうか、この事の
反省が認められるのではないか。そういう意味では関
東学院のライフラインは何かを考える事が即ち関東学
院の伝統を考える事だと思います。

さて、次にキリスト教学校とりわけキリスト教大学
のルーツについて少し触れておきたいと思います。そ
もそも大学の起源とは、先程少しお話しましたけれど
も、12世紀・13世紀に誕生したカレッジ、とりわけパ
リ大学・オックスフォード・ケンブリッジなどのカ
レッジに遡る訳です。これらの初期の大学にありまし
た学部、これがとても興味深いのですが、概ね3つで
す。神学部・医学部・法学部であります。大学とは基
本的には、聖職者を生み育てる場でございました。神
学部を出ますと司祭となります。司祭は人々の精神
的・霊的・スピリチュアルな痛みに寄りそう仕事です
ね。専門職です。そして医学部を卒業しますともちろ
ん医者になりまして、それは人々の身体的・肉体的痛
みを癒す働きを担います。そして法学部を卒業します

と法律家になる訳ですが、それは人々の社会的痛みを
解決しようとする職務ですね。いずれにしましても、
これらの痛みに寄りそう働きが職業となるわけです。
職業・または権守とも呼ばれました。職業を英語で
vocation 、calling という言葉を使いますが、それは
それぞれラテン語の「召命」ですね。漢字で書きます
けれども、聖職者・牧師さんにに召されていくこと、
と言いますが、しかしこの神によって与えられた使命
に召される者、このような職業それをを聖職者とみた
のです。即ちこうした人々を生み育てることこそが、
カレッジの務めであった。それは究極的には私たちキ
リスト教学校全体の使命であって、建学の理由に他な
らないと思います。カレッジとは元々 12世紀・13世
紀に修道院から発生したものでございまして、教員と
学生が共に祈り、ともに生活して共に学ぶ空間のこと
であります。真理を探求する、無限の大義を共にする
場である。時代を越えて空間を越えて真理を探究する
ことができる場こそが、キリスト教学校のルーツであ
るということです。

2009年に立教大学へお招きいたしました、元アメリ
カ聖公会総裁主教であったフランク・グリズウォルド
主教は、このように語られました。「キリスト教学
校・大学とは心理を味わう場所であり、学生、教職員
とは心理を探究する旅人である。大学は学生の “char-
acter” を形成する場である。“character” とは単に、
性格とか人格ということではなく、自らの弱さや不確
かさを自覚する変化を恐れない精神を意味する。だか
らこそキリスト教学校・キリスト教大学は真理を探究
するために常に開かれていなければならない。閉じら
れてはならないのである。自らが試される、自らが否
定されることを恐れてはならない。ことにキリスト教
を規範とするキリスト教学校・大学は、そのような意
味で〈危険な場〉とならなければならないのである」
と言われました。

私はこれを大切なメッセージとして今でもよく振り
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返るのですが、そういう意味で、私たちキリスト教学
校の課題とは、まさしくこのような意味において、

〈危険な場〉となることではないか。批判すること、
批判されることを恐れないで、真理とは何かにこだわ
り続けること。自己の存在を知り、他者の存在に気づ
き、人間を学び、世界を読み解くこと。いわゆる「常
識」「定説」を疑うこと。「権威」を問い、相対化させ
ること。そして自らのオリジナルの原書・原文、第一
次資料にあたり、読み確かめること。日本に無いもの
であれば、実際に海外まで出かけて行って自分の目で
確かめなければならない。そしてそのために、必要な
言語を習得する必要があるのですね。英語を学ぶため
に外国に行きます、というのはナンセンスですね。何
のために英語を学ぶかですね。必要だからですね。そ
のような順序は大事にしておきたいと思いますね。た
だ英語ができるようになるのが目標ではない。何のた
めに外国語の習得が必要なのか。私たちキリスト教学
校が語るべきグローバルとは、そういう事ではないか
という風に思っている訳でございます。そのようにし
て学生たち・生徒・児童に対しては、自らの “charac-
ter”を創りあげていって欲しいと思う訳でございます。

そして、聖書・伝統・理性という3つの柱の最後に
ですね、一番大事な『聖書』についてお話をしたいと
思います。

聖書を読むという事はどのような行為なのかについ
て、少し考えていきたいと思います。聖書は「神の絵
本」と言われることもございます。神様の働きという
見えないものを、文字という絵具を使って描いた「絵
本」という訳ですね。なるほどな、と思う訳です。ノ
ンフィクション作家で評論家の柳田邦男先生は「人は
人生の中で三回違った形で絵本に出会う」とおっ
しゃっていてます。最初は、子どもの時代、つまり親
などから絵本を読んでもらうときである。二回目は、
子どもを育てているとき、即ち子どもに絵本を読み聞
かせるとき。そのときに再び絵本と出会うわけです
ね。最後の三回目というのは、人生の終盤を迎えて
様々なことを経験をしながら絵本を読んだときに、改
めて絵本の世界の奥深さに気づかされという事です。
なるほどな、と思う訳でございます。また、歌人で有
名な俵万智さんは『本と私―四十四人の体験的読書
論』三省堂の中でご紹介されてる絵本の中で、『三び
きのやぎのがらがらどん』ですね。福音館書店から
1965年に出ていて、私は1962年生まれなので、多分3
歳頃に読んでいたのではないかと思うのですが、その

『三びきのやぎのがらがらどん』との出会いを生き生
きと書かれています。俵万智さんは2歳から3歳のころ
に絵本『三びきのやぎのがらがらどん』を、お母さん

に日に何度も何度も読んでもらっていたそうそうです
ね。たしかに幼子は、好きな絵本を何度も親に読んで
とせがむ訳ですね。私にも3歳の孫がいるのですが、
孫がですね、行くたびに同じ物語を何度も読んでくれ
と。さんざん読んで、もうお互い覚えてしまうのです
ね。しかし決して飽きもせずに読んで読んでとせがむ
訳ですね。そしておとなしくじっくりと最後まで聞い
ています。幼い俵万智さんも、お母様が読んでくれる
絵本から、物語をとおして言葉が楽しみと喜びを与え
てくれることを体験されたと言っています。言葉には
目には見えないものを見えるようにして、生き生きと
喜びを与えてくれる力があるという事を、本能的に感
じ取っておられたそうです。俵万智さんは、3歳の時
にまだ字が読めなかったにも関わらず『三びきのやぎ
のがらがらどん』の文を、一言一句違わずに話すこと
ができたと書いておられます。

私は、俵万智さんの『体験的読書論』から学ぶこと
は何かというと、子どもというのは言葉を覚えるので
はないのだということです。そうではなくて、「食べ
る」のだということですね。おいしい言葉を心ゆくま
でたっぷり食べて、心の奥底でその喜びを味わうこと
が出来た子どもは、いつしか無意識のうちにその自ら
意思でその言葉を紡ぎだしていく。それは、先ほどの
工場の話ではありませんが、いつのことか私たちには
分からないのです。しかし、ある時に不思議に紡ぎだ
されていくのですね。同志社教会で牧師をされておら
れる望月修治先生はこのように述べられていまして

「おいしい言葉を日々の糧として、子どもたちに、い
わば口移しで食べさせることが親や大人の務め」と言
われていますが、たしかにその通りだと思います。

マタイによる福音書第4章第1節から第4節に、こう
書かれています。「さて、イエスは悪魔から誘惑をう
けるため、“ 霊 ” に導かれて荒れ野に行かれた。そし
て四十日間、昼も夜も断食した後、空腹を覚えられ
た。すると、誘惑するものが来て、イエスに言った。

「神の子なら、これらの石がパンになるように命じた
らどうだ。」イエスはお答えになった。「『人はパンだ
けで生きるものではない。神の口からでる一つ一つの
言葉で生きる』と書いてある」ということですね。こ
こでイエスが言った言葉は「人はパンのみで生きるも
のではない。神の口からでる一つ一つの言葉で生き
る」これはですね、旧約聖書申命記第8章第3節の言葉
をイエスは引用してます。また、エレミヤ書第15章第
16節ですね、「あなたのみ言葉が見いだされたとき、
わたしはそれをむさぼり食べました。あなたのみ言葉
は、わたしのものとなり、わたしのこころは喜び踊り
ました」とあります。預言者エレミヤはですね、迫害
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に遭いながらも神から預かった、預言者の預は予想す
るの予ではなく言葉を預かる、ですね。預言者エレミ
ヤはですね、神から預かった言葉を民衆に語り続けた
のですが、彼はそれは、神の言葉を読んだからではな
くて、「神の言葉をむさぼり食べた」からだというこ
とです。預言者エレミヤは人々に対して「悔い改め」
を求めました。「悔い改め」とは、新約聖書が書かれ
ましたギリシャ語の言語では「メタノイア」という言
葉が使われます。それは本来は視点を変える・生き方
を変えることを意味しています。そうした、視点を変
えていくこと、生き方を変えていくこと、それは実
は、神の言葉を食べることによって実現するのだとい
う事なのですね。たしかに「人はパンだけで生きるも
のではない。神の口から出る一つ一つの言葉で生き
る」のである。先般亡くなられた旧約聖書学者の左近
淑先生は、こう書かれています。「聖書に生きる人は
みな、聖書を読み捨てたのではなく、食べ噛み砕いて
生きた。聖書は読むものではない。食べるものであ
る。」ということなのですね。これはもう本当に真理
なのだろうなと思う訳です。これはもちろん聖書を読
むだけでなく、あらゆる読書ですね。実は言葉を噛み
砕きながら食べ、真理を味わう行為だったのです。な
ので、私たちの子どもたちですね、小学生・中学生・
高校生・大学生それぞれにレベルがありますけれど
も、是非本を読ませたい。それは読ませたいのではな
く、言葉を食べさせたいのです。それがまさに実は、
リベラルアーツの大事な根幹でもあります。それはな
ぜかというと、すべてテキストですから。この世界は
神が書いたテキストなのです。

もう一つの大事なテーマは、多様な一人ひとりの存
在を大切にすることです。それこそは、もちろん言う
までもなくキリスト教学校の使命だろうと思います。
聖公会が大切にしている教会理解なのですが、それは

「風船型」でなく「鳥の巣型」と言いますが、それ
は、何らかの原因によって穴があけば萎んだり、破裂
してばらばらになってしまうような風船のような交わ
りではなく、そうではなくてむしろ鳥の巣のような、
異なる無数の小枝で作られており、しかしながら隙間
があっても針で刺しても、その巣は壊れることなくそ
の中で卵、そしてひな〈いのち〉を育てるという神の
目的を担い続けています。そういう意味で私たちのキ
リスト教学校も、関東学院もですね、「鳥の巣」なの
だろうと思います。そのなかで、児童・生徒・学生た
ち一人ひとりは多様な「枝」として、大切に育てられ
るのではないかということです。

最後に、私が大切にしているストーリーをご紹介し
て、講演を終えたいと思いますが、先ほど冒頭でご紹

介いただきました、私は、実は大学の専門は工学なの
ですね。とりわけ超電導や太陽電池の素材などに用い
られている、アモルファス金属の研究をしていたので
すが、それがキリスト教神学の研究へと大きく方向を
展開させたのは、様々な痛みや苦しみの現場で生きざ
るを得ない人々との出会いでした。その一つは、私は
京都の出身で、京都駅の南側、東九条という地域にた
くさんの在日韓国・朝鮮人が住んでおられて、そこで
の出会いがありました。もう一つは沖縄にあります国
立ハンセン病療養所愛楽園での元感染病の方々との出
会い。ハンセン病は結核と同じ抗酸菌の仲間のらい菌
による感染症で、すでに治療法も確立してまして、ご
く普通の疾患となっているのですが、しかしながら、
全国のハンセン病療養所には過去の偏見や差別などか
ら社会に復帰できずに、今でも多くの方々が生活して
おられます。2001年5月のことなのですが、ハンセン
病国家賠償請求訴訟の原告団と、当時の小泉首相が面
会した、という出来事がありました。その際に、原告
団の一人に、鹿児島県の星塚敬愛園にお住まいであっ
た日野弘毅さんが証言をされているのですね。それを
最後にご紹介したいと思います。こういう証言がござ
いました。
「昭和24年、16歳で入所して以来、ずっと療養所の

中におります。私にも愛する家族がありました。昭和
22年の夏、突然保健所のジープがやって来ました。私
を収容にきたのです。母はきっぱりと断ってくれまし
た。ところが、ジープは繰り返しやってきました。昭
和24年の春先、今度は白い予防着の医師がやってき
て、私を上半身裸にして診察したのです。

その日から、私の家はすさまじい村八分にあいまし
た。18歳だった姉は婚約が破談となり、家を出なけれ
ばならなくなりました。小学生の弟は、声をかけてく
れる友達さえ、いなくなりました。弟がある日、母の
背中をたたきながら、「ぼく病気でないよねぇ」と泣
き叫んだ姿を、忘れることはできません。このまま家
にいればみんながだめになると思い、自分から市役所
に申し出て、入所しました。それなのに家族の苦難は
やみませんでした。

それから20年あまり、母が苦労の果てに亡くなった
ときも、見舞いに行くことも、葬儀に参列して骨を拾
うこともかないませんでした。18歳の時、家を飛び出
した姉は、生涯独身のまま、平成8年、らい予防法が
廃止になった年の秋に自殺しました。姉の自殺は母の
死以上に、私を打ちのめしました。

姉の思い。母の思い。いまだに配偶者に私のことを
隠している弟、妹の思い。そのために、私は訴訟に立
ちました。
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判決の日、私は詩をつくりました。
太陽は輝いた／ 90年、長い暗闇の中／ひとすじの

光が走った／鮮烈となって／硬い巌を砕き／光が走っ
た／私はうつむかないでいい／市民のみなさんと光の
中を／胸を張って歩ける／もう私はうつむかないでい
い／太陽が輝いた」

このような証言でございます。
日野さんは、2017年10月19日、老衰のため83歳で召

されました。私たちはこの日野さんの証言をどのよう
に聞くのか。まさにこの中に私たちキリスト教学校が
大切にすべき、キリスト教学校が大切にすべき真理が
あるのではないかと思っています。先程の証言の中で
日野さんは、このように語られました。「もう私は俯
かないでいい、光の中を胸を張って歩ける」と。この
言葉はまさに失われた人間としての尊厳・存在の回復
宣言であります。私たちが求められているのは、私た
ち一人ひとりが誰一人零れ落ちることなく、もう私は
俯かないでいい、光の中を胸を張って歩けると宣言す
ることのできる社会・世界の実現でございます。それ
こそが、私たちの児童・生徒・学生たちが、そのこと
を大切にできる人間となってもらいたい。それこそが
私たちが大切にしてきている建学の精神ではないか。
キリスト教の大切な要素ではないかと思う訳でござい
ます。

私たちの子どもたちには是非とも苦しむ人々・疎外
された人々の痛みに寄り添い、癒す者となってもらい
たい。そしてまた私たちの子どもたちの人生という旅
の小舟が、時には嵐に揉まれて溺れそうになったり座
礁してしまうようなことも起こります。予想もしない
困難な状況、今本当に困難な状況です。困難な状況や
人間関係に躓いたり言い知れないどこかに陥ることも
きっとあると思います。しかしそんな時に彼女・彼ら
はまた、あなたは俯かないでいい、光の中を胸を張っ
て歩くことを、励まされ、導かれている存在であるこ
とを私たちは伝えたい。全身全霊で伝えたいというよ
うに思っています。それこそが私たちキリスト教学校
の使命であり、最初に申し上げた通り、そのことが少
しでも彼女・彼らのこれからの人生の中で種となって
くれることを願い、祈りながら、私たちは学校の運営
にあたっている。私たちにできることは種まきでしか
ないのですが、あとは神様に全てを委ねて、それぞれ
の種が豊かに芽を出し実をつけ、花開くことを祈るば
かりであります。

これからもですね、140年を超えて150年を迎え、さ
らにこの種まきの働きを関東学院の皆様がなさってい
かれること、これを神様が祝福されていること、導か
れることをお祈りいたしまして、以上で終わりたいと

思います。ご静聴ありがとうございました。

―最後に松田学院長より―
西原先生、どうもありがとうございました。
大変感銘深いお話をいただきまして、いくつかお尋

ねしたい点もあるのですが、大まかなところでやはり
先生が考えて下さっていることと、私たちが目指して
いることとは、そう相違がないかなと、大変励まされ
た次第です。一つ二つ心に残ったことを取り上げます
と、先生はアングリカニズムのご専門ということで、
聖公会がカトリックとプロテスタントの中間をとりな
すという、道の真ん中で旅を続けていくということで
すね。私はやはり、現代の絶対主義というものが横行
していって、昔からあった律法主義だとか原理主義だ
とかラディカニズムとか、自分たちを絶対化するよう
な策動が、今でも色々な戦いの原点にはそういう問題
があろうかと思います。それをやはり神のみがファイ
ナルアンサーをお持ちだという事で、考えていらっ
しゃる。これはやはり世界の国と国が争ったり、なか
なか問題の解決を得られないところに、アングリカニ
ズムの立場から、どうとりなしをしていくかというこ
とは、大変重要なお立場にあるのではないか。私たち
バプテストはどちらかというと個人主義に陥りがちな
ので、先生のお考えをお尋ねしながらこれをすすめて
いきたいと考えたのです。

あと、伝統と伝統主義、やはり私たちは伝統主義に
陥りがちですけども、やはり良き伝統、レガシーみた
いなものを、私たちが受け継ぐところに私たちの生命
線、ライフラインがあるのだなということを共感させ
ていただきました。

大変力強い、また知らないことを教えていただい
て、有益なお話しを聞くことが出来ました。ありがと
うございました。
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伊藤：それでは始めます。先日の140周年記念講演会
の西原先生のお話しだけではなくて、実は松田先生が
礼拝の時にお話しされた内容が、西原先生の話とつな
がっていて、私は完全に打合せをしたのだと思ってい
て、そうではなかったと聞いて驚いたのですけれど
も。なのでまず、松田先生が礼拝でお話しされたこ
と、特にこの中で松田先生がどういう意図でお話をさ
れたのか、そこから話を広げて西原先生のところに
移っていきたいと思います。ではよろしくお願いしま
す。

松田：140周年ということで、何を話そうかと思いを
めぐらせながら、過去・現在・未来ということで、

「ヘブル人への手紙」が入ってきて、11章、12章あた
りということで話を進めて、信仰の父アブラハムの生
き方、「行く先を知らないで出ていく」という文言は
創世記12章には出ていないのだけれども、ヘブル人へ
の手紙の作者は、「行く先を知らずに出て行った」と
いう一節を加えているのですね。その意味を、森有正
氏によれば「冒険と同化」という中から、「冒険する
心」、「冒険する」ということは、危険を冒して未知の

世界に飛び込むということだけではなくて、新たな思
いで、与えられる事柄に目を開いて、そこに積極的に
向かっていく、期待を持って向かっていく、という積
極的な意味がある、ということです。アブラハムは行
く先を知らずに出て行ったのだけれども、それは無定
見とかいうことではなくて、神様が行き先を示してく
ださる、という信仰に則って足を踏み出したのではな
いかという、その姿勢が大事だと。自分があれこれ考
えて決定するのではなく、最後の行く手は、全能の父
なる神様が示してくださるということに信頼を置い
て、歩もうとしていった、それは、私たちの信仰の姿
勢とも、つながる事柄だったのではないかと。そし
て、アブラハムの信仰から学ぶことは私たちの歩みと
無関係ではないのではないか。一例を挙げれば、今か
ら105年前に起こった、中学関東学院を設立しようと
したときに、訓令第12号ということで、それとの非常
に大きな対峙というか、それをどうやって受け止めた
らいいか。この訓令によって宗教教育をしてはなら
ぬ、礼拝もならぬ、聖書もだめだという。一方で文部
省の言うことさえ聞けば、きちんとした恩典を与える
し、保護の下に経済的なバックアップもする。そうい
う中で、テンネー先生、坂田先生は、やはり非常に不
自由で、そのことによって出てくるマイナス要因を越
えて、キリスト教教育に徹するということを選び取っ
ていった。土肥昭夫氏が言っているように、訓令第12
号の力に屈して閉校した学校もあれば、キリスト教教
育を止めて恩典に浴した学校もあった中で、それは大
変な決断だったのではないかと思います。それは過去
のことで、私たちには関係ないのか、というと、アブ
ラハムの信仰から学んで、冒険する心を大事にしなが
ら、今、困難な時代の中でも、同化してしまうという

座談会　―創立140周年記念講演会を受けて―

　　　　　　　　　　　　 日　時：2024年10月18日（金）　18：10から19：40

　　　　　　　　　　　　 場　所：大学応接室D

　　　　　　　　　　　　 参加者：ファシリテーター　伊藤多香子（学院・宗教主任・六浦中高）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 松田　和憲（学院・学院長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 豊川　　慎（大学・理工学部准教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内藤　幹子（大学・経営学部教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 熊田　凡子（大学・教育学部准教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 髙井　啓介（大学・国際文化学部教授）

� （発言順・敬称略）
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よりも、冒険の心を持って進んでいく必要があるので
はないか。それならば、我々、今の時代に何の葛藤も
ないかというと、いろいろな葛藤がある。第2次世界
大戦が終わってすぐの教育基本法は優れていたけれ
ど、2006年に安倍内閣の下でなされた、「美しい日本」
とかなんとか、そして基本法の改悪が現実となってし
まった。その次に起こったのが道徳の教科化。これは
熊田先生にもお話したことがあるのだけれども、チャ
プレン会で小冊子を作って、それぞれの意見を集約し
て、キリスト教学校教育同盟（以後、教育同盟）総会
の際に、皆さんにお渡しした。これも大きな戦いで
あった。今度は私学法の改正ということで、皆さん
戦々恐々としているけれども、そういう戦いはいつで
もあるのだから、キリスト教学校として、学院は何を
大事にしていくかが問われているのです。いつもチャ
レンジを受けていることではないか。関東学院という
と「人になれ 奉仕せよ」が「道しるべ」といわれて
いるけれども、坂田祐先生が「その土台はイエス・キ
リスト也」とおっしゃったことは非常に意味のあるこ
とで、「人になれ 奉仕せよ」が独り歩きをして、安っ
ぽいヒューマニズムに堕することなく、しっかりとイ
エス・キリストを土台とすること、このことは、西原
先生も最初の言葉で評価してくださっていました。そ
れをしっかりとした旗印として、やっていく必要があ
るのではないか、ということだと言うことです。西原
先生の話とイエス・キリストが土台であるとか、冒険
する心・探求する心につながることだと。アングリカ
ニズムの絶対主義批判というのがあって、アングリカ
ニズムというのは中庸主義で、でも懐の深い中庸主義
というのは、聖書の時代から律法主義だとかラディカ
リストだとか、絶対主義的なものの考え方で、自分の
考えは絶対で、他を裁く、「アレかコレか」の考え方
が強調させる中で、アングリカニズムは懐が深くて、
今の中東のイスラエルとハマスの関係とか、ウクライ
ナとロシアの関係とか、両者の間を取り持つ姿勢も
持っておられるのではないか、そうした取りなしの姿
勢は学ぶ点が多いのではないかと思います。

伊藤：はい。ありがとうございました。松田先生がこ
の礼拝でこのことを語られた後に西原先生の話を伺っ
たので、打合せをされたのかなと思うくらいに一つの
柱が見えてきたように思うのですけれども、先生方は
如何だったですか。私は「冒険」という言葉が先生か
らたくさん出てきたのですけれども、ベンネット先生
の、最初の、とんでもないことをしているな、という
こともあったのですけれども、そのあとの、東京中学
院が横浜に来た時の、東京学院が私立中学関東学院に

なったときも、大きな冒険だったと。当時のキリスト
教学校の中では、その強さを持つのが非常に難しかっ
たのに、私はそこで関東学院が非常に頑張ったという
イメージがなかった。それは、表にキリスト教を出す
よりは、125周年までは、どちらかといえばキリスト
教は控え目な学校だったのですね。なので、ここにき
て歴史を見て初めて、うわ、こんなことしていたの
だ、と思って、生徒にも必ず言うところなのです。そ
の冒険という意味が、ただ新しくワクワクするという
ことだけではなくて、新しいこと、始まりを信じてい
るというか、新たなものに触れることで自分も新しく
されて心を開く、ということが出ていて、私は、関東
学院は3つの源流というけれども、毎回新しいことを
している。よくそれを1つにまとめていったな、とい
う気もするけれど、でもその新しいことをしている時
に、必ずその時代の中でニーズ、求められているもの
に、応えよう応えようとしている、その誠実な姿が見
えているのではないかな。関東学院の中のキリスト教
は、それだけの強さを持っているものとしては表に出
てこなかった。125周年の後から、ですよね。125周年
になったときに、横浜駅の京急の看板なのですけれど
も、バーンと「関東学院がキリスト教です」と出した
のですよ。え、どうした、と思ったのですね。関東学
院、路線を変えるのかな、と思ったのですよ。どちら
かといえばそういうのをないようにしていたのです
ね。

豊川：お聞きしたいなと。その前は、あえて、という
ことだったのですか。

松田：やはり、日本の中で、バプテストが主流にはな
れなかった、と思いますよ。なぜかというとやはり、
バプテストの個人主義的なものの考え方、というのが
ね、アメリカは個人主義だから、私がやりたいことを
やる、というか。だからバプテストはアメリカでは最
大の教派になった訳です。ところが日本では、日本の
風土は「長い物には巻かれろ」というね、お上がいて
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お上の言うことを聞くのが、というかたちで。バプテ
ストは個人の自己理解とか主体性とか強調するじゃな
いですか。日本人は御家が大事だったり天皇家が大事
だったり、長い物には巻かれろということで、お上に
ちゃんと指示してもらった方が動きやすい。だからバ
プテストは、私はややもすると烏合の衆になってしま
う危険性をはらんでいたと思うのです。ですから主流
にはなれなかった。バプテストが主流になれたのは、
キリスト教教育の場として、関東学院とか西南学院と
か、尚絅だとか、教派としてはあまり成長できなかっ
たのだけれども、キリスト教学校を持てたということ
で、役目を果たせたとのかな、という風に思います。

豊川：ではその125年を機に、キリスト教主義を打ち
出したということなのですか。

松田：私の理解では、土肥昭夫先生が書いたものを読
んだのですが、訓令第12号に対しても、関東学院がど
れほど戦ったかについては殆ど書いておられませんで
したね。

伊藤：そうですよね。触れていません。

豊川：そこがね、西原先生の話で言えば、伝統と伝統
主義と、どういう形で、バプテストの伝統というもの
をキリスト教教育の場で生かしていくのか。あるい
は、マイナスの面をどういう風に考えるのか、関東学
院のバックグラウンドとしてのバプテストと、理解し
ていくか。アイデンティティーの問題にも関連してい
きますし。

松田：西原先生の言ったことでいうと、伝統と伝統主
義ですね。tradition と traditionalism というかね。や
はり traditionalism というか伝統主義は固定化した、
律法主義とか教条主義というか、それだと硬直してし
まって、キリスト教会が大事にしたのは、伝統を重ん
じるということは、新しいことに対して、自らを相対
化できる姿勢を持っていたということだったの思うの
ですね。バプテストは教条主義ではないといいなが
ら、自分たちの教派主義だとか、伝統主義ということ
に縛られて、そういう柔軟さというのが薄れた。とこ
ろが、アングリカンは、懐が深くて、少々のことが
違っていてもいい、仲良くしましょう、というおおら
かさというか。バプテストは白黒はっきりつけて、違
うなら違うでどうなんだ、という形で、はっきりさせ
たいということで、結局相手を受容できない面があっ
たのかなと思っています。

伊藤：内藤先生にもお伺いしたいのですが、内藤先
生、今バプテストのことがだいぶ出ておりましたけれ
ども、如何でしょうか。

内藤：私は大学の学部から大学院まで立教大学で学び
ましたので、久しぶりにこの “VIA MEDIA” とか、
リチャード・フッカーの話を聞いて懐かしく思いまし
たけれども、率直にこの西原先生の話を聞いたとき
に、私個人としては、アングリカンの、英国教会の中
からバプテストが出て行ったけれども、教会形成の点
では全く違う教派になるけれど、根本的な点において
は同じだった、という思いを私自身は持っています。
たしかに歴史的な経緯であるとか、それぞれの教団形
成の話を聞いた時には、松田先生がおっしゃることも
よくわかるなと。ただやはりバプテストの目指したも
のは、自分たちが教会に主体的に神様の前に真理を探
究することであり、また同時に、西原先生のお話を借
りると、絶対主義を取らない、ファイナルアンサーは
神のみがご存じである、という言葉が印象に残りまし
た。そのことを思いながら、どうしたら共に生きてい
けるのか、バプテストも、私の考えでは目指している
のだろうと思うのです。ただそれが、なかなか現実と
してうまくいかない、ということが、理想と現実の
ギャップというものが少しあるのではないかと思いな
がら、今、松田先生のお話を興味深く聴かせていただ
きました。

伊藤：ありがとうございます。豊川先生、途中で切っ
てしまったようでしたので、如何ですか。

豊川：ありがとうございます。キリスト教教育を考え
る際に、学校法人全体として、バプテストの特質とい
うものをどう理解して、それをどういう風に継承して
いくか、ということについて、ある意味、個人主義化
しがちだとおっしゃっていて、バプテストの伝統の中
で信教の自由とか人権の問題とか、やはりバプテスト
の伝統の中から生み出されてきたものがあって、それ
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を大切にしつつ、なお社会との接点というか、個人主
義がある意味無関心に陥ってしまったとか、そういう
ことがあり得ますので、どのように学生また生徒たち
に対して、社会との接点を、自己の命とか尊厳とか自
我を大切にしながら、バプテストの中でそれが弱いの
であれば、どういう風にミーイズムということであれ
ば、どういう風に教育の中で考えていくかという、そ
れは、バプテストはバックボーンでありますけれど
も、バプテストというよりもキリスト教教育というこ
とで、良き伝統を継承しつつ、どういう風にプラスア
ルファを考えていくか。それはちょうど125周年とい
う区切りだったのか、ちょっと気になるところではあ
ります。

伊藤：125年は大きな、一つ先に進んだ、キリスト教
が大きく先に進んだ一歩だったのかな、そんなことは
なかったのですか。その前から、松田先生がこの間、
教育同盟の総会でお話されていましたけれど、そうい
うのが落ち着いてきたということだったのですか。

豊川：誰かの先生がイニシアチブをとって。その当時
の学院長とか。キリスト教主義を打ち出しましょうと
か。

伊藤：私は、創立128年くらいの時に就職しているの
ですね。外部の学校にいて、125周年をバンとやって
いるのを見て、変わったんだなと思ったのですけれど
も、実際就職してみたら、いろいろな課題を感じたの
ですね。教育同盟の総会の時に、今年の総会と、前回
まで関東学院で実施した総会を見ると、キリスト教に
ついてだいぶ安定されたのですね、といろいろな学校
から言われたので、それで125年から140年を支えてこ
られた方々が、今の大学の先生を含め皆さんだと思う
のですけれども、キリスト教に関してはですね。そう
いう方々の苦労がここにこう実っていった気がして。
あるいはスタートだったのかもしれないですけれど
も、むしろスタートすることができたのも、すごかっ
たなと思っていて、来てみたら。いろいろなことがわ
かって。だから、上の方の人たちがやったから浸透は
していなかったかもしれないけれど、何とかそこに行
こうじゃないか、というものが、140年に結実してい
くような。それは学院長のリーダーシップの下に、先
生が学院長になられてからでも、1期目のときよりも2
期目の方がもっと精力的に、キリスト教を出します
よ、と私には見えているのですが、そういうかたちで
結実していったのが今回だったのかなと思っていて。
だけれども、さきほど冒険の話をしたので。あの時に

「3つの源流」という話を始めたのですか。

松田：まあそうですね。125年の時に、第1の源流・第
2の源流・第3の源流と、ちょっとこじつけっぽいか
な、という意見はあって。初めて「関東学院」という
名前がついたのは三春台の中高だし、三春台はある種
の強い思いを持って、三春台が本流だということを
言っておられる方もいるけれども、色々と調べてみる
と、ベンネット先生とテンネー先生と坂田先生という
流れは、しっかり繋がっています。確かに「関東学
院」の名称が付いたのは1919年の「中学関東学院」が
最初だったけれども、1884年にベンネット先生の下で

「横浜バプテスト神学校」を始めたというのは、無理
偽りのない、こじつけでも何でもない流れだったとい
うことでね。西原先生が非常にコンパクトに学院の草
創期について説明してくださり、渡瀬寅次郎のこと、

「人になれ 奉仕せよ」「その土台はイエス・キリスト
也」のことも紹介してくださり、前後がしっかり繋
がった感じがしました。

伊藤：ごく最近の関東学院の変化ということでお話を
したのですが、先ほど少し豊川先生、キリスト教教育
ということで、個人主義ということとどういう風に
なっていくのかと、いう課題があるのではないかと投
げていただいたかと思うのですけれども、熊田先生、
まだこちらの学校にいらして3年ですよね。私は学校
における宗教教育は大学が一番難しいのではないかと
思っているのですね。こども園は、生活がキリスト教
教育なので、中高までは生活で何とか持っていける。
でも大学生を見ていると、そこに来てその時間だけ、
なかなか難しくて、自分一人の問題で終わってしまっ
て、他の人にまでいかないというか。そんな風に思う
のですが、どのように思われますか。

熊田：たしかに、伊藤先生がおっしゃったとおり自分
一人の問題で、となるように思うのですが、でもまず
そこにあるのがとても大事かな、と思っております。
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学生が、もしかしたら初めて触れている聖書の話で
あったり、いろいろな方が礼拝で聖書のことを通し
て、人生を語ってくれる方も多くて、生き方を、坂田
先生の言葉を借りるのであれば「その土台はイエス・
キリスト也」という、その姿を何かしら触れていて。
しかも2、3行かもしれないけれど、感じたことを書い
ているということは、私にとっても大事なことかなと
思っていて、たかだか2、3行なのに何かを感じてい
る。まず内側から始まっているのは、キリスト教を教
える学問的な部分も大事ですけれども、自分がひと時
でもお昼の時間に、自分と向き合ったり、人の話から
少し体を安らげたり、そのひと空間があることを、関
東学院のこの大学の礼拝のあり方は、私はすぐにほか
の大学と比べてしまうのですけれども、縛りがあまり
なくて、自由度があって、個人で決めるという部分
は、これはもしかしたら大事にしてきた部分でもあっ
たのかなと。前は緩すぎたのかもしれないですけれど
も、それが却って、学生が自分で神様に委ねたりする
ことができるような、時間が経てばまた信仰に導かれ
るのであれば嬉しいな、と感じています。中で感じる
ことが、このアブラハムの出発もかもしれませんが、
関東学院の先達の方たちの中から起こって冒険を始め
るというか、そこと重ねてみると、とても興味深く
思っています。私は教育の授業で聖書のことに触れる
ことがあるのですけれども、イエス様の目線という
か、イエス様が子供たちのことをどう見ていたのかと
いうことを、聖書の言葉を借りて、学問の中にも、や
はりキリスト教的につながっているということを、大
学の中では大事にしているところです。

豊川：西原先生の話の中で、諸学という、科学の話も
ありました。大学の起源として、自然科学の発達の背
景にはキリスト教があるのだとか、少なくとも大学に
おいて、キリスト教を学ぶ意義、それはやはり学生に
してみればいろいろな学部生がいますから、自分の学
んでいることとキリスト教がどう関係しているのかと
いう、そういうことがわからないと学ぶ意欲が起こら

ないので、だけれどもキリスト教というのはあらゆる
学問に関わっていますし、政治にしてもそう、教育に
してもそう、法思想にしてもそう、私の属している理
工学部の自然科学もまさに、西原先生のお話にあった
ように。そういう包括的な視点というか、それを大学
も含めて提示するということが大事で、ただ単にキリ
スト教教育プラスアルファだけではなくて、総合的な
中でキリスト教をどう位置づけるのか、それがやはり
重要な点だと思いますね。意識していかなければいけ
ないことですね。その辺り、西原先生の話の中であら
ためて、聖書だけではない、伝統と理性というね、こ
れはある意味重要なことではないかと。少しだけ補足
させていただくと、面白いのが、大学の起源として、
神学部・医学部・法学部を挙げて、精神的痛み、霊的
痛み、まさにスピリチュアル・ペインが神学部になっ
てきたと。それが非常に面白いなと思って。ではその
スピリチュアル・ペイン、精神的な霊的な痛みを、キ
リスト教学校としてどこが担うのか。それはやはり大
学の礼拝だけではないと思いますし、大学全体が、ど
うこういう痛みに対して、霊的な必要性に応えていく
か、非常に大事なことだと思いますね。

松田：規矩前学長が、神学部構想を打ち出した時に
は、欧米の伝統的大学では神学部が中心的な学部であ
ることが念頭にあり、それが形を変えてインスティ
テュートになっていった訳で、この流れは非常に大事
にしたいと思います。まだ、日本の文化の中で、イン
スティテュートとかリベラルアーツの大切さとか、よ
く理解されていない部分が今なおあります。でも、私
が教育同盟の各校の理事長、学長にリーフレットを
配ったら、多くの方々が「先生、よくここまで来まし
たね」と感心されたが、学内で配っても、あまりピン
と来ていない、その有難みが伝わっていないと感じて
います。でもそのスピリチュアル・ペインということ
にも、ある意味では、何かつながる。次のボランティ
アセンターもそうですし、もっと包括的なものにつな
がっていくような、方向付けが若い世代で今後の課題
として議論していって欲しいと願っています。

豊川：やはり人間理解として包括的でないと。精神・
肉体・霊性をどうケアしていくのか、キリスト教主義
の学校でなければできないことを。やはりそこが強み
ではないかと思うし、150年に向けて考えていきたい
ですね。

伊藤：キリスト教の人間理解ということが、聖書の授
業で語られると思うのですけれども、例えばこども園
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とか、小学校も高学年になれば語られるかもしれない
けれども、こども園とかでは全然語られないと思うの
ですね。「人間ってこうなんだよ」なんて言わない。
でも、あの場で、キリスト教の人間理解は体現されて
いて、経験されていて、それが親にもだんだん伝わっ
ていく。それは、そこにいる教職員が、毎日の祈りの
中で、そこで語られるみ言葉の中で、自分自身を振り
返ったり、足りなかったなと、そういうところから、
こう人間理解ということが自然と皆さんで一致して
いって、今は難しい時代なので本当にいろいろな子が
いる中で、今までの人間観を全部崩されていくような
ところがある。その中でできるということが考えられ
れば、それは、こども園でできるのならば、私は大学
まで、どこの学校でも本当はできることなのではない
かと。それを誰が担うかということを議論することが
求められているのかなと思ったので。今回私は理性の
ところで、痛みのところで、ああそうだなと思ったの
ですけれども、今どんどんクリスチャンが減っている
のですよね。クリスチャン教員も減っていて。クリス
チャン教員が減っている中で、誰が担うの、といった
時に、誰がそのリーダーシップをとるの、といった時
に、こども園はクリスチャンばかりでなくてもできて
いる。だんだん減っているけれどもできている。規模
が小さいということもあるし、お互いに語り合う機会
が、「この子こうだよね」という一人の園児について
語り合うことがあるのかな。大学、上になればなるほ
どそれが難しくなって、その辺のところのリーダー
シップとか、中心になるのがどこになるべきなのか、
明確になるのが一つ大切なのかな、と思いますけれど
も、如何でしょうか。それが小さい学校の時には、
なっていた。ベンネット先生、テンネー先生、坂田祐
先生。坂田祐先生のことは未だにつながっているけれ
ども、それは「人になれ 奉仕せよ」を創った人だか
ら、ということでなっているけれども、本当にその精
神を伝えているのか、という。今日そういう話を
ちょっとしたのですね、礼拝で。そうすると、いろい
ろな反応があって面白かったです。「聞いたことがあ
る言葉だ」「身近だ」そういう反応が多かったのです
が、「やっと腑に落ちた」というものがあったし、「考
えてみようかと思った」とか。どこがそれを担うの
か、牧師やチャプレンだけではちょっとしんどいな、
と思うし、どうなんでしょうか。

熊田：そういう牧師先生とか、神学を勉強されている
先生とかに、任せるだけではないのかな、と思ってい
ます。隠れクリスチャンの先生も、私には言ってくれ
る「教会に行っていたのだ、よかった」とか。でもク

リスチャンの先生でなくても、アメリカでインクルー
シブ教育の実践家で勉強してきた先生などは、教会に
行ったことはしょっちゅうあったし、例えば私みたい
な小さな人間が、教育学部の室の木の礼拝堂で当番を
いただいた時など、意外と学部の先生方など「熊田が
何を話すのだろう」といって、聴きに来てくださるこ
とが多くて。でもそれでも心静まる時間であったり、
聖書のここを私は大事にしているということだけで
も、伝えることができれば嬉しいことですし、もしか
したら先生方も、クリスチャンじゃなかったとして
も、何かそういう精神を一緒にしていくというか、信
仰は持たれていない先生であったとしても、私たちは
イエス様の姿を、学生教育を実践していけるように、
そういう共通理解というか、共通感覚と言えばよいの
でしょうか、何か抑え込み、こうしなさい、ではなく
それを大事にしていけたらいいなと、今は思いまし
た。

伊藤：内藤先生、如何ですか。

内藤：松田先生のこの間のお話を聴いたときに、やは
り戦争前の、文部省とのいろいろな問題があったとき
に、恩典が受けられなくなっても、キリスト教教育に
こだわった、ということを改めて伺いましたけれど
も、その時に無くなってしまう、また縮小していく道
を辿っていたかもしれないこの関東学院が、とても規
模的に大きくなっていった、カレッジになっていった
ということが、そのことは恵みがあったのですが、特
に大学、上の方の年齢になるほど大変だ、ということ
を実感するところです。西原先生のお話だと、関東学
院にとってのライフラインは何なのか、考えてみたら
如何でしょうか、というお話がありましたが、同じよ
うに西原先生のお言葉を借りるのならば、手仕事的に
人になるという、その言葉がすごく印象に残って、や
はり大学の教育の中でも、いろいろな形で手仕事的
に、その人の人格にちゃんと寄り添ってということが
あるのだけれども、なかなかイメージしにくいけれど
も。よく小山学長がおっしゃっていますけれども、こ
の学院にはキリスト教の雰囲気があることがまず大事
で、それをどうやって実現していくのかも難しいと思
いながらも、キリスト教の祈りとか、キリスト教の香
りのようなものが現れていくような取り組みが、私の
このような立場で働いているものとして、考えて、こ
れから大事にしていきたいと思いながら、今の話を聴
いておりました。

伊藤：ありがとうございます。ライフラインという言
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葉は、たしかにありましたね。キリスト教大学は「危
険な場」だという。あれは私すごく大学に期待をし
て、ライフラインのところを守りながら、ライフライ
ンを守るがゆえに危険な場になるのかな、という風に
思ったのですが、その辺りは如何でしたか。

豊川：危険な場、というのは非常に面白い。学問の場
なので、やはり批判的精神がないと学問は成り立ちま
せんから。そういう批判的精神に対して、キリスト教
学またキリスト教がどういう風に応えることができる
のか。それはやはり大学の場なので、大学で教えるキ
リスト教の質が問われているので、批判的精神に対し
てどう応えていくか。またそれに対して、どう新しい
真理探究をともにしていくのか。それは何か、こう
だ、という教条主義的なことを教えるのではなくて、
まさに諸学との対話の中で、キリスト教自身が問われ
ている。それはまさに危険な場になりうる。これはネ
ガティブではなく非常に積極的な、まさに冒険という
ことですよね。そうでなければ大学は真理探究の場に
なっていかないので、これは非常に、重要な、危険な
場というのはいい意味で。

松田：日本の精神風土は、非常に同化的で、長いもの
に巻かれろというか、コンサバティブな、そして新し
いことに対するアレルギーみたいな形で、それを拒否
するというか、それを嫌うという。でもやはり、危険
な場に飛び込んでいく勇気と姿勢を持つときに、世界
が広がっていくという。だからやはりそこで、飛び込
んでいくという勇気を持つことの大切さ。それはやは
り自分が変わることに対してオープンであり、自己相
対化ということですね。他者との対話ができる度量と
いうか、姿勢を持たないと。対話ができないというこ
とは、自分を守って、自分は変わらないということ
で、その人の前に自分をさらけ出すことができない訳
で、やはり対話できるというのは、その人と出会っ
て、話しをすることによって自分が変わりうるという
自分であり続ける、それが自己探求ということでね。

伊藤：私はそのライフラインがしっかりしていれば、
危険な場になりうると思うのですけれども、ライフラ
インがしっかりしていない時代は、いろいろな場所が
危険な場になりえないと思っています。批判をすると
怖いし、同調しかない、圧力しかない。でもライフラ
インがしっかりしている、学校における一番大切なも
のはここで、ここから揺らぐことがない、といえば、
イエスほど危険な人はいなかった訳で、そう思えば、
私はその両方が、今やっとその140年のところで、あ
の最初のところにもいろいろあったと思うのですけれ
ども、常に危険なこともあったのだけれども、それを
乗り切ったのは、やはりそのライフラインというのが
あったのかと思って。そこで今髙井先生からメッセー
ジをいただいたので、ご紹介いたしますね。創立記念
礼拝の感想ということなのですけれども。

髙井：「冒険する心」が働く根底には、神ご自身が道
を示してくださることへの信頼があった、というとこ
ろが一番心に残った。それが、信仰によって歩んだ信
仰の先達たちに共通していたところであろう。それに
見習いたい。冒険する心が試されたのは、戦時中でも
礼拝の火を絶やさなかった学院にとってチャレンジと
なったのは、2020年のコロナ禍における対面礼拝の中
止のときもあったであろう。あのとき、祈りながら、
まだよくわからないオンラインという手段に打って出
て、礼拝の中止を最短にすることもできたのも、「新
たなものに触れることで自分も新しくされた」経験で
あったと思う。「人になれ 奉仕せよ」という校訓は、
いま、私と内藤先生が担当するオープンキャンパスで
の大学紹介に先立つ礼拝において語られ、多くの学生
予備軍その保護者に建学の精神の意味が語られている
ことは、現在の新しい大学の試みとして特筆すべきで
あろう。大学が推進する社会連携教育も、この建学の
精神が根底にあってこそ生きるものであります。

伊藤：髙井先生からメッセージをいただいて、今ここ
で話していたことがひとつ整って、言われたような気
がしたのです。それで私は、キリスト教学校は常に危
険な場である、キリスト教は危険だな、と常に思って
いて、だから訓令12号も出てくるし、それくらい潰さ
ないと、根強く強さを持っている宗教だと思われてい
るのだろうと。揺るがない真理を持っているというこ
とが強いのかな、と思っていて、それがこの学校の中
で語られ続けたことが、関東学院の140周年につな
がったのかな、と思ったりもするのです。細々の時代
もあったと思うのです。苦しい時代もあっただろう
し、今ちょっと礼拝が苦しいなと思っている学校もな
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い訳ではないですよね、学院の中にも。だけれどもそ
れをうまく、なんとか乗り切ろうとしていろいろな人
が力を尽くして、そういうところにいくのではないか
と思いました。西原先生のお話の中で、インパクトの
あったのが、聖書を読むこととは、「言葉を食べる」
という話だったのですけれども、聖書を読むことと安
直につなげたくないのですけれども、危険な本を読
む、危険な言葉を食べる、ということではないか、そ
の辺りについては先生方如何でしたでしょうか。これ
は自分自身も問われるし、自分自身の行っている教育
も問われるというか、言葉だったと思うのですが、如
何でしたでしょうか。本当は伝統のところで、イエ
ス・キリストが心臓だとすると、その血を伝えるのが
伝統、とおっしゃったのでしょうか。何かそんなこと
をおっしゃっていて、やはり中心にイエス・キリスト
がいて、伝統はそのイエス・キリストを伝えるために
あるので、伝統主義に陥ってはいけない、といわれ
て。私は関東学院には伝統主義というものはあまり感
じていなくて、どうですか。関東学院はあまり時代の
中で、伝統ということをそんなに言わないですよね。
メソジストの青山学院のようなところは、結構メソジ
ストであるということを言いますよね。でも、あまり
伝統主義ということはないけれども、脈々とライフラ
インとなってきた伝統の部分ということでは、あるの
かなと思ったりしています。

松田：バプテストということで言えば、やはり自覚的
信仰告白に基づく、という、自覚性、自分自身、自己
理解とか、自分を知るとか、「人になれ 奉仕せよ」と
いう前に自分を知る必要がある。自分は誰か、何者
か、ということを知る時に、カルヴァンが言った「神
を知ること」と「自分を知ること」とは、裏表の関係
だという。神の前での自分を知る、ということからを
踏まえた上での自己理解。だから「人になれ」という
のも、「新生」というのをバプテストでは言うのです
けれども、リボーン（reborn）とかボーンアゲイン

（born-again）という形で。だから、生まれながらの
素の人間は、自己中心的で独りよがりだけれども、神
との出会いによって、自分がどんなにちっぽけな罪深
い存在かということに気づいた時に、神との和解の出
来事が主イエス・キリストの十字架によって起こると
いう。それは新しくされる、新生というバプテストの
基本的な人間理解と結び付く事柄です。だから「人に
なれ」というのは、肉体的に大きくなるのではなく
て、やはり神様と出会うことによって新しくされる、
という意味での人になるということが、基本にあるの
です。そうすると、「道徳」の教科書には立派な人た

ちを登場させ「あなたたちもあの人たちのように立派
になりなさい」と言われてもできるはずがない。だか
ら自己理解があって、その自分が神と出会い、新しく
されることによって、他者に仕えていく人間へと導か
れていく、という。ボーンアゲインというか、それが

「人になれ 奉仕せよ」ということになるのです。その
ことは西原先生が言われた事柄とつながっています。
パウロが、ピリピ人への手紙の3章12節で「私がすで
にそれを得たとか、すでに完全な者になっているとか
言うのではなく、ただ捕えようとして追い求めている
のである。」探求していることは、まだ完全にはなり
えない、相対的な存在だけれども、それにもかかわら
ず、神の守りの中で育っていって、探求し続ける、こ
うした考え方と結びつくと思います。

伊藤：新しい生き方が生まれる、という言葉はすごく
バプテストっぽく、新しくされる、ということも。そ
れ自身がもしかすると次の150周年につながっていく
中での私たちの課題なのかなと、今先生の言葉を聞い
て思いました。如何でしょうか、新しい生き方とは、
結構難しいのではないかと思うのです。今までと自分
が変わるので、破られなければいけないし。

松田：それが冒険することなのですね。危険な場所に
身を投じるというか。

伊藤：それを怖がらないで。やはり。

豊川：教会で語られる神学的な言葉、ではない言葉に
翻訳していくというか、これは意識的に大切にしなけ
ればならないことで、最初から神学的用語で語られる
と、いや、私はクリスチャンではないので関係ありま
せん、となってしまうので、いかにキリスト教的な言
葉を、誰にでもわかる、キリスト教信仰を共有してい
ない者にも、職員の人たちにもどうそれを翻訳して伝
えていくのか。そこを意識しないと、やはりキリスト
教教育は成り立たないし、それはまた大切なことで、
それでは生まれ変わる、新生ということをどういう風
に言葉を変えて、福音の真理は薄めずに、相対化する
訳ではないけれども、本質というものを伝える伝え方
というものを、礼拝でもチャペルでも絶えず問われて
いますけれど。

松田：日本のキリスト教は、やはりインテリ層にアプ
ローチした。その体質は今でも変わっていないです
ね。
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伊藤：どちらかというと、大きい教団はそうだったと
思うのですけれども、小さいグループは庶民じゃない
ですか。そこは庶民に通じる言葉と、社会を生きる人
に必要な言葉に行ったんじゃないかと思う。だから
さっき豊川先生がおっしゃった翻訳すべき言葉、私た
ちの言葉の食べ方が、聖書の言葉の食べ方が、そのま
まそのどういう形で次の人に語られるか、というとこ
ろが大きく問われていて、その最後のところでは、一
人ひとりの存在を大切にするキリスト教学校、という
ことを言われていたように、私たちはキリストの言葉
を食べれば、インテリジェンスだけを摂ろうと思って
も、最後は自分が打ちのめされて、こんなに弱い私を
も愛してくださったイエス・キリストに、皆さんを出
会わせたいという思いから、ただそれだけを伝える。
そういうものに変えられていく、というのがリボーン

（reborn）で、先生がどこかでおっしゃっていた、新
しい人になる、メタノイア（metanoia）のところは
こちらにもありましたね。悔い改めのところもありま
したけれども、そういうところでこの「人になれ 奉
仕せよ」は、かなりすごい言葉なんだろう、と思うの
ですよね。坂田先生自身が東京学院で学んでいるとい
うか、やはり最初のところからのものも受けた上での
言葉だったから、坂田先生自身もこの「人になれ 奉
仕せよ」は自分で考えたのではなく、受けた教育、与
えられた愛、育てられた信仰の中で、この言葉が出て
きたのではないかと思うと、初めからこの言葉は関東
学院の礎に実はあって、その言葉を私たちは食べて、
どうですかね次に、という話が、私たち教職員に求め
られているのではないかと思います。

豊川：新渡戸稲造の薫陶が大きいですよ。新渡戸は
「諸君は何かをしようとする前に、何であらねばなら
ないかを考えよ。to do の前に to be の問題を考えよ」
こう言うのですよね。ですから to do というのが「奉
仕せよ」に当てはまるし、to be の問題、これが「人
になれ」に当てはまるのですね。新渡戸の愛弟子の河
井道とか南原繁とかが教育基本法を作っていくのです
よ。そういった意味で、1947年の教育基本法、まさに
どういう人を作っていくのか、真理と平和を希求する
人間を育成する、それは教育の力に俟つ、と言われて
いた。その精神はキリスト教的な、前面には出ていな
いですけれども、背景にはキリスト教的な教育という
か、新渡戸、河井道、南原繁、という流れの中で「人
になれ 奉仕せよ」ということがあると思うですよ。

松田：1947年ですか。その新教育基本法を考えて中心
的な役割を果たしたのがクリスチャンだったのです

ね。

豊川：そうですね。だから南原繁が委員長というか。
いろいろな委員会があって、教育の理念と目的を論じ
る第1特別委員会というのがあって、その唯一の女性
委員が河井道であって、ほかに務台理作とかそうそう
たる人がいるのですけれども、河井道もキリスト者
の、恵泉の学園長として呼ばれて、かなり毅然とした
発言をするのですね。平和の大切さであるとか、教育
基本法の中で、理念として、人格の完成はどうかと
か、議論されるのですけれども、最終的にはその文言
に落ち着くのだけれども、河井などはその委員会の中
で「人格は完成できるとは思いません。人格は向上し
ますが」みたいな。人格についても委員会の中で論じ
ているし、他者との協働といったことも論じて、そう
いったことが教育基本法の文言に入って来るのです
よ。それが非常に面白いですね。それが2006年に変え
られてしまう。その精神というのは、「人になれ 奉仕
せよ」というキリスト教の人格教育は大切なものがあ
る。

松田：3年か4年くらい前に、学院の事務職員の中で中
心的な人が、教職員研修会で本質的な勉強をしたい人
もいるので、学院長、大事な建学の精神とか「人にな
れ 奉仕せよ」を学ぼう、と提言してくれた人がいま
した。それで3年前にオンデマンドで講演会を実施し
て、1,200回ほどの視聴回数があり、特に大学の教員
たちが、見てくれて、積極的なコメントを寄せてくれ
ました。それで今度は東北学院の学長、院長の大西先
生をお呼びし、大西先生と松田が対談したり、こうし
たテーマを中心に据えて、今度は西原先生を呼ぼうと
か、私が学院長2期目になって本筋に入ってきたとこ
ろはあるのではないか。真正面から問題を提起すれ
ば、聴いてくれて、大事なことかなと思ってくれてい
るのかなと。

豊川：問題提起し続けることは重要なことなのかもし
れません。

松田：あまり高圧的にならない。「こんな問題だけれ
ども、どうかな」といった感じで。多分、タブー化せ
ずにそうした問題を真摯に考えるアプローチも必要な
のかな。

伊藤：表に出てこないものでも脈々と育つものと、表
に出てくるものと、両方あると思うのですけれども。
もうそろそろまとめの時間に入りたいのですが、関東
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学院は結局、歴史を見てくる中で、大切にしてきてい
るものは守られて来ているけれども、いつそれが転ぶ
かわからない危機的な状況が、今も、これから先もあ
る。という中で、教育に携わる者、それから学校を一
緒に作ってくださる職員の方々も、実はこの学校はキ
リスト教学校でして、そしてその学校は今日語られた
ような、ただ信仰していればいいのではなくて、きち
んと学問をして。それから自分のことだけではなく
て、人の痛みも理解して、そういう中で、この学校を
卒業した生徒たちはそれを社会において、活躍するこ
とができる人になる、ということが、私たちの学校の
今後の使命ということで、だいたい締めてしまおうか
な、と思ったのですが、よろしいでしょうか。みなさ
んありがとうございました。

� （記録：学院史資料室事務室）
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関東学院ボランティアセンターの設立に向けて

学院宗教センター事務課　田中　義浩

関東学院は、初代院長坂田祐先生が掲げられた校訓
「人になれ 奉仕せよ」の精神を、これまでの教育及び
研究活動の継承と更なる発展により具現化に取り組ん
でまいりました。そして、今年度創立140周年を迎え
ましたが、今後、学院としてキリスト教教育、人間教
育を行うにあたり、ボランティア活動を支援する体制
をつくり、社会の中で園児、児童、生徒、学生を育成
していくことを目指し、校訓の更なる具現化を果たし
ていくことができればと考えております。

ついては、その周年にふさわしい事業のひとつとし
て、関東学院ボランティアセンターを設立すべく、学
院長、学院宗教主任を主体とした「ボランティアセン
ター（仮称）立ち上げに関する打ち合わせ」の会議を
行い、検討を始めております。

さて、本学院では、ボランティアセンターの設立に
ついて、過去にも検討を進めた経緯があります。検討
のはじまりは、10年以上遡ることとなります。

2011年3月に東日本大震災が起こりましたが、その
際、関東学院大学は、災害ボランティアの派遣を行い
ました。ボランティアセンターがないなか、学生、教
職員有志の協力により、宮城県の現地においてボラン
ティア活動が展開されました。

その災害ボランティア活動をきっかけに、恒常的に
ボランティア活動を展開するためにとりまとめていく
ような役割を果たす組織体の必要性を痛感することと
なります。その頃、全国各地の大学、キリスト教学校
でボランティアセンター設置の機運が高まりつつあり
ました。さっそく、2012年度に、ボランティア活動を
定着化できるようボランティアセンターの設立に向け
て動き始めることとなります。

まず、2012年度に「学院改革推進5カ年計画支援事
業」として「ボランティアセンター設立」事業が採択
され、2013年度にワーキンググループを設置し準備を
開始します。ワーキンググループでは、ボランティア
センターとしての業務に関わる資料収集、大学の学生
団体のボランティア活動状況、大学で実施しているボ
ランティア活動の内容把握、他大学におけるボラン
ティアセンターの活動調査を行うこととなりました。

他大学の活動については、3大学を視察しました。
各大学とも地域のボランティア活動の紹介・情報提
供、学内のボランティア団体の情報集約・発信などの
活動を中心に行っており、そのためにボランティア

コーディネーターの必要性がわかりました。
その後、検討を重ね、関東学院大学ボランティアセ

ンターの設置に向け「関東学院大学ボランティアセン
ター規程」（案）が策定されるまで進められました。

このたびの「関東学院ボランティアセンター」の設
立に向けては、過去にワーキンググループを立ち上げ
検討してきたことを基盤としながら、新たな考え方も
踏まえて方向性を検討しております。

まずは、校訓「人になれ 奉仕せよ」を具現化する
ことを第一に考え、「人になれ」としてキリスト教教
育、「奉仕せよ」としてボランティア活動を「教育の
一環」として行っていくこととして、園児、児童、生
徒、学生を社会の中で育成していくために支援する役
割を担うボランティアセンターを学院に構築すること
を考えることといたしました。

そして、ボランティアセンターの役割として、サー
ビス・ラーニング、災害ボランティア派遣ではなく、
まずは、こども園から大学に身近なボランティア活動
を情報収集し紹介する機能を備えるものとし、徐々に
活動を広げていくことができればと考えております。

園児、児童、生徒、学生が関わることのできるボラ
ンティアはさまざまなものがあります。例えば、環境
に関わるボランティアとして清掃活動、福祉に関わる
ボランティアとして社会福祉施設への訪問、スポー
ツ・文化活動に関わるボランティアとして各種活動の
運営補助、教育に関わるボランティアとして子どもた
ちとの交流、地域に関わるボランティアとしてお祭り
などの運営補助などがあり、これらは身近に関わるこ
とができ、そして、園児、児童、生徒、学生の参加が
求められるボランティアです。その他、例えば、手話
の学習、地域活動の講演などボランティアに関わる各
種講座の開催を行うなどにより、ボランティア活動へ
の意識向上につなげられます。

私見ではありますが、いずれの活動も社会への貢献
であり、ボランティアに参加した一人ひとりが、社会
の一員として、人のために、そして社会のために貢献
できることは何かということを熟考できるような関東
学院としての教育を実践できるものと考えております。

関東学院の校訓「人になれ 奉仕せよ」をさらに具
現化していくこととして、園児、児童、生徒、学生の
育成を目指した教育のためのボランティア活動を広げ
ていけるよう検討を進めていくことを考えております。
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2013年4月1日新園舎が完成、場所も移転し長い歴史
のある幼稚園から「幼保連携型認定こども園関東学院
六浦こども園」という新たな歴史の1ページを開きまし
た。乳幼児（0歳6か月～ 6歳の子どもたち）の生活の
場、子育て支援の場としての役割を担い、多くの子ど
もたちや保護者、先生たちと共に未知の世界に船出し
たのです。どのような荒波が襲ってくるのかわからな
いまま、私たちはイエス様が共にいてくださる事を信
じて「六浦こども園」という舟を漕ぎ出していきました。

子どもたちと生活をする中で園の環境は、少しずつ
変わっていきました。大きく変化したのは園庭です。
初めは、何もない平らな土地でしたが、そこに大きな
山や小さな山を造り高低差を感じる環境になりまし
た。また、畑やビオトープを造り植樹をして、虫や
魚、花や実など自然に触れられる環境になりました。

そして、その改造には「子どもたちが自分の持って
いる力を発揮できる環境やアート（感じる心や表し）
が生まれるアトリエ・空間が子どもたちの育ちを支え
る大事な力になる」という思いを共有したお父さんの
会の保護者と先生たちが一緒になって取り組みまし
た。先駆的な環境の園に一緒に見学研修に行き、その
園の子どもたちの姿や考え方から多くを学び、六浦こ
ども園でできることを共に考え合っていくことができ
たのです。それからは毎年、お父さんの会の保護者と
一緒に子どもたちの遊ぶ姿や活動する様子から、子ど
もの育ちに必要な、またふさわしい環境作りに取り組
むことができています。

こども園になる時、「多様性」という言葉を意識し
て使い、「多様性を受け取って○○」と保護者の方た

2013年　こども園として開園当初の園庭

2016年　中央に山と段々砂場、一本橋

2017年　お父さんの会の保護者と話し合い

2014年　園庭の奥と手前に山畑やビオトープ

六浦こども園設立10周年記念事業
これまでの10年、そしてこれから

関東学院六浦こども園　園長　鈴木　直江
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ちに話していたことを思い出します。ところが、実際
にこども園として動き始めると「多様性」の本当の意
味を理解していない事を思い知らされることとなりま
した。例えば、行事の日時や内容などを決める時、手
紙やご案内を書く時などに今までとは違った配慮が必
要だという事はわかっていても足りないところが多々
あったのです。様々なことに思いが及ばない自分の足
りなさを痛感し、「子どものために」という事だけで
は動いていかない現実に、子どもも保護者も大切にし
ていく事の難しさを感じました。

10年経った今でも足りなさを感じていますが、少し
ずつ様々な状況を加味して検討した内容を保護者の方
にお伝えできるようになってきました。また、それを
保護者の方たちが受けとめて理解しようとしてくださ
ることに助けられています。

2019年1月、新型コロナ感染症という未だかつてな
い大きな試練がやってきました。人と関わり合うこと
で広がっていくという特長は、乳幼児の育ちにどれほ
ど多くの影響を与えたことでしょう。マスク越しでの
会話や密集を避け間隔をあけて行う集まり、握手をや
め触れ合いを最小限に……など、子どもに必要不可欠
な育ちの要素がどんどん削がれていきました。

ただ、何もわからず不安な情報が蔓延する中でそれ
を打ち消す確信はなく、六浦こども園も大人はマスク
を着用し食事は間隔をあけるなどの対応を余儀なくさ
れていきました。保護者や先生たちも巻き込まれ、大
きな荒波に飲まれそうになった時、私たちは必死に
なって神さまの御手にしがみついていたのです。「感
染したことが悪いのでも感染した人が悪いのでもな
く、この病が悪いのです」と何度も保護者に手紙を書
き、伝えていたことを覚えています。また、そのこと
を保護者の方たちが賛同してくださって誹謗中傷など
がなく、乗り越えられたことを本当に感謝していま

す。現在も換気と手洗いの施行や体調の変化を見逃さ
ずお休みをしていただく事のお願いは続いています。

これまで先生たちと試行錯誤する中で「変えてはな
らないものと変えていくもの」を見極める機会に幾度
となく出合いました。そして、その度に心が折れそう
になり、いったいどうしたらよいだろうかと迷いまし
たが、先生たちと知恵を出し合い、何を大事にするの
かを繰り返し話し合うことで、先生たちが思いを共有
できたことはこれからも六浦こども園の財産となって
いくでしょう。

六浦こども園が変えてはならないものは、保育の土
台にある「子ども一人ひとりをありのまま受けとめ、
人として尊重する」キリスト教保育です。それは神さ
まから私たちに託された大切な宝物である子どもたち
が安心して自分を表す事ができ、他人と関わり合う中
で一人の人として大切にされる事です。私たちは、一
人ひとりの育ちに必要な支えをしていく事、そのため
の環境を整える事をこれからも大切にしていきたいと
願っています。

2023年4月1日、六浦こども園は設立10年目を迎える
ことができました。

2０２３年　スウェーデンの民族楽器演奏

2023年　木々の中に園庭アトリエ

2023年　中央に山、一本橋、やぐら、ブランコ
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ようやく新型コロナ感染症が落ち着き出し、社会的
な状況（人との関わりや行動範囲）なども少しずつ回
復し始めました。コロナ禍の4年間、色々と試行錯誤
してきた私たちは、園生活を元に戻すのではなく、新
たに創り出そう！と動き出しました。

行事や活動の取り組みは、その内容を吟味し、集団
の大きさや組み合わせ、場所など選択肢を増やして検
討するようになりました。また、外部からのゲストも
受け入れる方向で考え、子どもたちにとって活動や体
験の広がりや豊かさを大事にする事にしました。

また、そのような中で見えてきたのは「今の子ども
たち」「今の保護者」でした。私たちがより良いと思
う事を一方的に決めていくのではなく、今まで以上に
保護者の方の声に耳を傾けることを大切にしようと思
いました。それは、新型コロナ禍、園と家庭の相互理
解と協力がなくては前に進めなかったからです。「共
に園を創っていく」というスタンスで歩んでいこう！
また、保護者や地域の方々に認められ、必要とされる
六浦こども園になりたい！という新たな願いを持って
歩きだしたのです。

子育て講演会を参加型講演会にしてみる事や地域の

未就園児親子対象に「ちびっこ夏祭り」を開催する事
など、今までにはなかった取り組みを始めました。参
加してくださった方たちの声を聴いて、これからも新
しいことに挑戦していこうと先生たちとあれこれと構
想を練っています。
「関東学院六浦こども園設立10周年記念礼拝イベン

ト」の準備は、2023年5月の教務会から始まり、日時
を2024年1月27日（土）場所を関東学院大学八景キャ
ンパス SCC ベンネットホールと決めました。

7月の教務会ではホームカミングデー（1、2年前か
らの懸案事項）の第1回目を設立10周年記念行事とし
て開くことにしました。この10年間に六浦こども園を
巣立って行った卒業生（小学1年生～高校1年生）を招
いて、一緒に礼拝を捧げ、その後懐かしいこども園に
立ち寄ってもらおうと考えたのです。

会の規模はあまり大き
くせず、在園児を中心に
してこども園に関わりの
ある方や支えてくださっ
ている学院の方をお招き
する事にしました。そし
て記念品はこども園に在
籍していたことが思い出
になるようなプレゼント
をしたいと考え、六浦こ
ども園のカバンの生地で
作った円形に園章が描かれているキーホルダーを贈る
ことにしました。それと並行してプログラムや案内
状、当日の役割分担などが話し合われていきました。

10月の教務会ではイベントの内容を検討しました。
以前から園とつながりのある近隣のこどもホスピス

「うみとそらのおうち」からご紹介された、NPO 法人
「あっちこっち」さんに子どもたちが喜ぶような音楽

コンサート

記念品のキーホルダー

2０２３年　ポリグロットシアター　ペーパープラネット

2023年　ちびっこ夏祭り（地域に呼びかけて）
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劇か楽しめるコンサートを企画してほしいと依頼しま
した。11月早々にお返事をいただき、出演者や演目が
スムーズに決まり、会場の下見や打ち合わせが終わっ
ていきました。

第1回目のホームカミングデーの準備も進められ、
卒業生約800枚（約80名×10年）にご案内はがきを送
りました。その返事はグーグルフォームで集約し、
日々増えていく参加者の懐かしい名前に先生たちは、
喜びの笑顔になりました。高校1年生になった卒業生
の参加申し込みに私たちは感謝と励ましを受けたので
す。「卒業生の声を聴きたいね」という私たちの願い
からホームカミングデーの礼拝の中で数名の卒業生に
六浦こども園のことや思い出に残っていることなどを
話してほしいと依頼する事となりました。どの人にし
てもらおうかと悩んだ末、小学生の部・中学生の部・
高校生の部から1名ずつ3名の方にお願いすることにし
ました。私からお電話をして本人に直接お願いをした
のですが、突然で驚きながらも快く承諾してもらうこ
とができ、当日にお会いする事が益々楽しみになりま
した。

12月の教務会では最終確認を行い、先生たちと「設
立10周年記念礼拝イベント」「第1回ホームカミング
デー」の当日を緊張と歓びと希望を持って待っていま
した。

午前の部は在園児とご家族、来賓の方々、先生たち
で礼拝とコンサートを行いました。記念礼拝の中で学
院長先生から聖書のお話を、理事長先生からお祝いの
言葉をいただきました。そして年長クラスの子どもた
ちが舞台に上がって賛美をして「みんなでお祝いしま
しょう！」という雰囲気の中で、神さまに感謝を捧げ
ることができました。子どもたちは、大きな会場に少
し驚いていたようでしたが、だんだんと雰囲気に馴染
んでいきコンサートでは身体を動かして踊っていまし
た。

保護者の方たちも学院の中にある園のすばらしさを
感じて六浦こども園の10年の歩みを喜んでくださって
いました。ここまでの10年間、神さまが守り導いてく
ださった事に感謝を捧げることができ、これからも神

さまと一緒に歩んでいけますようにと心から祈りまし
た。

午後の部は第1回ホームカミングデーを多くの卒業
生と開きました。久しぶりに会う先生や友だちに初め
は照れながら、時間が経つにつれてこども園時代の自
分に戻っていくようでした。大きくなった子どもたち
の姿に私たちは心から感謝し励まされました。スピー
チの中でどの人も泥だんごづくりに触れ、その事を今
も自分の中の宝物のように大切にしている事を知り、
私たちも乳幼児期の体験の意味深さに改めて保育の中
で大切にしてきた事を子どもたちから「それでいいん
だよ」と言われたように感じました。

SCC ベンネットホールでの礼拝を終えて、子ども
たちに「六浦こども園に寄って帰りたい人は行きます
よ」と先生たちが呼びかけるとほとんどの卒業生が六
浦こども園に立ち寄ってくれました。

懐かしい写真や卒業ムービーを見て、保育室や園庭
を何往復もして過ごす卒業生の姿に「この場所を大事
に想ってくれているのだな」と感じ、いつでも訪ねる
ことができる卒業生の人たちの「心のふるさと」にな
りたいと思いました。六浦こども園のこれからの歩み
も神さまと共にありますようにと心から祈ります。
インマヌエル！ハレルヤ！年長クラスの子どもたちが大好きな賛美を！

参加してくれた多くの卒業生

懐かしい園庭でひと遊び
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◆学院史資料・情報提供のお願い
卒業生、修了生、元教職員の皆さまに学院に関係する資料・情報の寄贈をお願いしております。
お手元にあります学生時代のお写真や学院のパンフレット、式典、学祭の配布物など、大切な記録かと思いますが、
学院史資料の収集にご協力いただけますよう、お願いいたします。資料のご提供については当室までご連絡ください。

E-mail:archives@kanto-gakuin.ac.jp 　学院史資料室事務室

こちら（学校法人関東学院HP）から
本誌のバックナンバーが閲覧できます。

◆「坂田記念館」リーフレットが新しくなりました
　三春台校地にあります坂田記念館を紹介するリーフレットが、新しくなりました。これは関東学院同窓会からの
ご寄付によるものです。ご覧いただきまして、坂田記念館も見学してみてください。

　2024年4月に、学院史資料室事務室に配属なりました。どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、「沼にハマる」という言い方が昨今はやっていますが、当室に配属されて初めて『新編　恩寵の生涯』を通読しまして、じ
わじわ沼にハマっております。坂田祐という先生の生涯は、まさに南原繁の序文にある通り、「本書の著者のごとき、波乱と苦難に
満ちた生涯は稀であろう」といえます。この書を（業務として!!）読めるという一事をもって、この部署に配属されてよかったと
思っております。学院史について、まだまだ勉強が足りませんが、読める資料は何でも読破しようと、意気込んでおります。
　時まさに関東学院創立140周年にあたりまして、その節目のニューズ・レターの編集作業に携わることができることに、何か大いな
る意思を感じております。

学院史資料室事務室　逸見　義顕




